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第�章 自然科学分析

１ 任海宮田遺跡 C 地区の自然科学分析について
任海宮田遺跡では、出土遺物の特性や材質、さらに古環境についての知見を得るために、自然科学

的な分析を実施した。ここでは、各項目についての目的を示しておく。

古代の須恵器・土師器に対する胎土分析では、産地の推定を主眼に置き、同時に肉眼観察による胎

土分類との対比を目的とした。須恵器は�～�群、土師器は�～�群に分類している。須恵器につい

ては、同様な試みをB地区の報告（富山県文化振興財団２００７）でも行なっている。けれども、対象

とした資料は各群につき１点のみであったことや、土師器の分類群に関しての分析は行なっていなか

った。そのため、今回は須恵器・土師器とも、各分類群につき５点の資料を選び、分析事例の拡充に

努めた。また、墨書土器の文字群を複数選び、文字群と産地との関連を推測する上での参考とするた

め、分析対象とした。加えて、B地区で出土した鳥形須恵器や焼台についても分析試料としている。

鳥形須恵器は多くが須恵器生産関連遺跡から出土するとされ（植木２００２）、焼台とともに土師器焼成

遺構に関連する工人の出自についての検討材料になると思われる。

鉄滓等の分析では、出土した鉄滓の製造工程上での位置づけや始発原料を調べることを主眼とした。

特にC５地区では中世の遺構や包含層から、鉄滓の出土が多く、金属製品の生産・加工に関連が強い

と推測された。しかし、検出遺構には金属製品生産の様相を窺えるものはなく、出土遺物の化学的な

分析により、手掛かりを得ることが目的とされた。加えてC５地区からは羽口の出土も多く、鉄滓と

共に製造工程の位置づけが推測されることが期待された。また、C７地区では青銅製の燭台や鉛玉に

加え、緑青の付着した炉壁状の土製品があり、これらについても分析資料とした。

出土した骨・炭化材・種子については、それぞれの同定が一義的なものではあるが、有用動植物の

様相や知る上での参考となろう。また、土壌サンプルの分析では、花粉分析・プラントオパール・珪

藻分析を採取した状況に応じて実施した。骨・炭化材・種子の同定結果と合わせて、当該期の遺跡周

辺の古環境を推測することが目的とされる。

出土繊維同定は、C５地区で出土した完形の八尾甕の補修に利用された布を対象とした。中世の遺

跡から出土する繊維遺物の類例は少なく、当時の集落遺跡における繊維利用のあり方を垣間見る資料

と思われる。そのため、専門的な手順を踏まえた同定作業が必要となった。

以下、各項目についての分析結果を収録する。

（青山 晃）
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２ 任海宮田遺跡出土須恵器、土師器の蛍光 X 線分析

胎土分析研究会 三辻利一

（１）はじめに
１９７０年代に入って、優れた性能をもつ完全自動式の蛍光X線分析装置が市販され、土器の材質研

究に大きな変革が起こった。この２０年間ほどの間に、産地推定のための基礎データが大量に集積され、

分析法の根底を支える考え方も固まった。その結果、須恵器産地推定法も出来上がってきた。さらに、

この方法を応用して、縄文土器、弥生土器、土師器などの軟質土器の胎土研究も進展してきた。その

結果、考古学者が最も興味をもつ土器の産地に関するデータも出されるようになってきた。これは土

器の材質論からの研究成果である。他方、土器の考古学はこれまで、形式論を主体として推進されて

きた。蛍光X線分析法で出された産地推定の結果を考古学側と共有しようとすると、当然、形式論

による土器形式とのすり合わせが必要になる。今回はこのことを意識して、蛍光X線分析のデータ

を解読した結果について報告する。

（２）データ解読法
土器試料の処理法と分析法は従来通りであるので、ここでは説明を割愛した。今回のデータ解読法

について説明する。

データ解読の原点はK－Ca、Rb－Sr の両分布図にある。両分布図での試料の分布と考古学の情報

を併せて、データ解読を段階的に進め、試料集団を分類した。その上で、試料集団の分布位置に対応

する生産地を探ることにした。

（３）分析結果
まず、全試料の分析データを表１にまとめてある。全分析値は同時に測定した岩石標準試料 JG－

１による標準化値で表示されている。

須恵器の両分布図は図１に示されている。K－Ca 分布図をみると、大きく二つの集団にわかれる

ことが分かる。その目でRb－Sr 分布図をみると、やはり、二つの集団があるようにみえる。その他

に、集団から離れて分布する少数の試料もあることがわかる。このことから、任海宮田遺跡には少な

くとも３ヶ所の生産地から須恵器が供給されていたことがわかる。その集団とはK、Rb が比較的多

い試料集団と、逆に、K、Rb が比較的少ない試料集団である。また、Rb－Sr 分布図で Sr が多い数点

の試料があるが（もちろん、これらの試料にはCa も多い）、これらは二つの試料集団の製品とは別

産地の製品である。

図２には土師器の両分布図を示す。やはり、K－Ca 分布図では大きな二つの集団があることが分

かる。その目でRb－Sr 分布図をみると、やはり、二つの大きな集団があることがわかる。その他に

も、Ca、Sr 量が多い数点の試料があり、これらは第３の生産地の製品とみられる。このように、須

恵器と土師器の生産地のパターンが対応しているのが今回の分析結果の特徴である。

須恵器と土師器で主要生産地が２ヶ所あるということは興味深いことである。とくに、２ヶ所の生

産地は須恵器と土師器で重なっている点である。同じ二つの生産地で須恵器と土師器を生産し、任海

宮田遺跡へ供給した可能性があるということである。しかも、図１、２を比較すると、須恵器はK、

Rb が少ない製品は多いのに対して、土師器では逆に、K、Rb が多い製品が多いということである。
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このことは須恵器と土師器の主要生産地が入れ替わっているということである。任海宮田遺跡へは須

恵器を中心に供給した産地と土師器を主体に供給した産地があったということである。

以上が今回分析した試料のすべてを両分布図上にプロットした全体像から得られる情報である。つ

ぎに、考古学の情報に基づいて、もう少し詳細に検討してみた。

はじめに、小物の須恵器杯類と土師器の椀、皿類を取り出して、両分布図を作成した。その結果を

図３、４に示す。まず、K、Rb の多い須恵器杯類と土師器椀類に着目して、これらをすべて包含す

るようにしてA群領域を描いた。この領域のなかで、須恵器杯類と土師器椀類は同じ位置に分布せ

ず、須恵器杯類は集団としてA群領域の右側に、逆に、土師器椀類は左側に偏在して分布しており、

両者の間に小地域差があることが図３と図４の比較から分かる。このことはこれらの須恵器杯類と土

師器椀類は同じ地域内で製作されたものであっても、同じ場所で同じ素材粘土を使って製作したもの

ではないことを示唆している。このことから、須恵器杯類と土師器椀類は同地域内の別場所で別工人

集団によって製作された可能性がある。このことは製作技法にも表れているかどうかが興味深い点で

ある。

一方、須恵器杯類の中で、K、Rb の少ない試料集団は図３をみると、単純ではない。試料集団が

一局に集中していないのである。少なくとも、二つの集団（仮にB群、C群とする）に分れそうで

ある。C群に多数の試料が集中しており、須恵器杯類の主要生産地はC生産地であることがわかる。

これらの集団に対して、No．７０、７５の双耳壺（同じ生産地の製品と推定される）とNo．７８、１１３の杯

（同じ生産地の製品である可能性がある）は試料集団から離れて分布しており、杯類の試料集団とは

別産地の製品である。これに対して、No．６５、８６の双耳壺はK－Ca 分布図ではC群の領域に分布す

るが、Rb－Sr 分布図ではA群の領域に分布しており、A、B、Cのどの生産地にも対応しない。全く

別産地の製品であることがわかる。No．６５、８６の双耳壺は同じ産地の製品であるが、No．７０、７５の双

耳壺とは別産地の製品である。双耳壺は２ヶ所の別の生産地から供給されていたことになる。焼台は

両分布図でB群の領域に分布しており、B生産地のものであろう。

ここで、図４の土師器椀類の両分布図をみると、Ca、Sr の比較的少ないC群に対応するものはな

く、B群領域にまとまることが分かる。つまり、C生産地では土師器は作っておらず、須恵器杯類の

みを生産しており、B生産地では少数の須恵器杯と土師器椀も製作したことを示しており、焼台はB

生産地のものである。この他に、No．３８は Ca、Sr が多く、他の試料集団の試料とは全く異なる別産

地（B生産地か？）の製品である。土器形式でも検討を必要とする。同様のことはNo．１０６の試料に

ついてもいえる。No．９６、１０５の試料についても土器形式の検討が必要である。他の椀類はすべて、B

生産地の製品と推定される。

つぎに、須恵器甕、壷類の両分布図を図５に示す。No．１１は両分布図でA群領域に分布しており、

A生産地の製品とみられる。No．１４の長頸壺は Sr が少なく、A群領域をずれるが、A生産地の製品

である可能性がある。あるいは、A生産地の近くの別生産地の製品である可能性もある。他の多くの

製品は両分布図でB群領域に分布しており、B生産地の製品である可能性が高い。須恵器甕類はB

生産地でのみ生産していた可能性もある。この結果、須恵器甕、壷類はC生産地では作っておらず、

殆どがB生産地の製品である点が興味深い。３点ある鳥形須恵器は両分布図で近接して分布してお

り、同じ胎土をもつ製品と推定される。同じところで生産された製品であろう。両分布図での分布位

置からB生産地の製品である可能性が高い。No．４、２１、２５、６３についてはよく分からない。No．８５

は須恵器杯類の中にこの領域に分布したものがあり、これらと同じ生産地の製品であろう。これをD
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生産地としておく。

一方、土師器甕類の両分布図を図６に示す。No．１１１はA生産地の可能性をもつ。他の多くの試料

はB群領域に分布しており、B生産地の製品である可能性が高い。B生産地では須恵器も甕類を主体

として製作しており、須恵器も土師器も甕類を中心に製作した生産地である可能性が高い。また、Sr

が多く、B群領域をずれたNo．９０、９１、９４、１１２の４点の試料はD生産地の製品である可能性が高い。

いずれも、土器形式との対応の結果に注目される。

ここで、整理のために、A群と分類された須恵器をA類、土師器を a類とし、Rb－Sr 分布図を図

７に示す。これらは図３、４に示したように、K－Ca 分布図では明らかにA群領域に分布したが、Rb

－Sr 分布図では B、C群と重なったため見難かったので、改めて、図７に書き直したのである。いず

れもA群領域に分布しており、A生産地の製品である可能性が高いことを示唆している。ただ、そ

の分布位置は須恵器と土師器で偏りがあり、同じ生産地の製品ではあっても、別工人が近くの別の粘

土を素材として作った可能性がある。その製作技法が問題となる。この図でも須恵器のNo．１４と土師

器のNo．１０６は集団からずれて分布しており、集団の試料とは別の生産地で作られた可能性もある。

同様に、B群と推定された須恵器をB類、土師器を b類として、Rb－Sr 分布図を図８に示してあ

る。いずれも、B群領域に分布することが分かる。須恵器B類と土師器 b類は B群領域での偏在が

なく、同じ素材粘土で須恵器と土師器を製作したと推定される。

A、B類および、D類以外の試料をC類とした。C類試料がまとまって両分布図に分布するかどう

かをみるために、改めて、両分布図を作成した。その結果を図９に示す。よくまとまって集中して分

布することがわかる。C類に帰属するのは須恵器杯類しかない。須恵器杯類のC群の両分布図とい

うことになる。図９をみると、試料集団はよくまとまって分布しており、同じ生産地の製品であるこ

とを示している。C生産地は須恵器杯類のみを生産した生産地であると推定される。B生産地とC生

産地では製作した須恵器の器種が異なることは興味深い。

以上が両分布図での試料集団の分布から手作業で分類した結果である。このように、地方の比較的

大きな遺跡であっても、土器試料の供給源はそれほど多くはなく、両分布図上での分布位置の比較か

らある程度分類は可能なのである。これが平城京や平安京といった大規模な遺跡になると、多数の生

産地から製品が供給されており、この分類作業は不可能になる。仮に、クラスター分析をしても余り

にも複雑すぎて分類は困難であろうと推察される。今回の試料の分類結果は表１に分析値とともにま

とめてある。

さて、問題は分類したA、B、C、D群の土器の生産地は何処かという問題である。その前に長石

系因子からみた富山県内の須恵器窯跡群の分類について説明しておく。富山県内には大きくわけて、

３地域に須恵器窯跡群が分布する。その一つは県西部の小矢部市を中心とした安居窯跡群、平桜窯群

などである。県東部にも上末窯群や滑川市の万年谷窯などがある。そして、県中央部の富山市周辺に

は下条川右岸・左岸、栴檀野窯跡群などがある。これらの窯跡群から出土する須恵器のK、Rb には

大きな差違はみられないが（これまでの分析データではK、Rb は同じ地域では大差がない場合が多

い）、Ca、Sr の斜長石系因子でかなり異なる。県中央部の窯跡群の須恵器には県東部、西部の窯跡群

の須恵器に比べて、Ca、Sr が少ない傾向がある。これに対して、県東部、西部地域の須恵器にはCa、

Sr が多い傾向が認められた。今回分析した試料中にはD群と分類された試料は県東部の製品である

可能性が高い。目下のところ、D群がどの窯跡の製品であると特定はできていない。

一方、C群と分類された試料にはCa、Sr が少ない。富山県内中央部の窯の製品である可能性が高
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い。土器形式から時期的にも対応する窯跡を選択すれば、判別分析法で生産地を特定することが可能

である。また、B群と分類された須恵器は県西部の製品である可能性もあるが、平成１７年度の任海宮

田遺跡の報告書に報告されているデータから向野池遺跡が生産地である可能性が出てきた。向野池遺

跡では土師器を製作しており、B群の土師器については向野池遺跡で生産された可能性がある。土器

形式との対応によって、より確かな情報が得られるものと期待される。

他方、A生産地の製品に対応する化学特性をもつ須恵器はこれまでのところ、富山県内では見つか

っていない。その点で県外からの搬入品の可能性もある。これまでの全国各地の窯跡出土須恵器のK、

Rb を比較すると、比較的近距離では大差がなく、遠く離れた窯間での違いが目立つ。このようなデー

タから、A生産地は富山県外の可能性も十分想定される。新潟県笹神丘陵周辺の窯跡出土須恵器にK、

Rb が高いという類似した化学特性をもつ須恵器があるが、考古学的にはその可能性が考えられるの

であろうか？ ただ、筆者の手元にあるデータから、佐渡小泊窯群の製品ではないことは間違いない。

A生産地は何処か、今後の課題である。

なお、D群の産地を特定するためには、県東部の上末窯群などの生産地の須恵器片をもう少し分析

しておくことが必要であり、これも宿題として残されることになった。

図１ 任海宮田遺跡出土須恵器の両分布図 図２ 任海宮田遺跡出土土師器の両分布図
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図３ 須恵器杯類の両分布図 図４ 土師器椀、皿類の両分布図

杯
双耳壺
焼台

図５ 須恵器甕、壺類の両分布図 図６ 土師器甕類の両分布図

甕、壺類
長頸壺
鳥形須恵器
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図７ 須恵器A類と土師器a類のRb-Sr分布図 図８ 須恵器B類と土師器b類のRb-Sr分布図

図９ 須恵器C群の両分布図
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表１ 蛍光 X線分析データ（１）

資料
番号

地 区 報告書
遺物番号

種 類 器 種 K Ca Fe Rb Sr Na 分類
（分析）

報告書
遺構番号

胎土分類
（肉眼観察）

備考

１ B１地区 ２ 須恵器 杯蓋 ０．４９４ ０．０８３ １．６７ ０．６３１ ０．３３８ ０．０８６ C SI０１ �
２ B１地区 ５ 須恵器 杯A ０．７６４ ０．１３１ １．９５ ０．７３７ ０．４６３ ０．１５６ A SI０１ �
３ B１地区 １６ 須恵器 杯B ０．５５９ ０．０９６ １．５１ ０．６０９ ０．３１３ ０．１１３ C SI０２ �
４ B１地区 ５３ 須恵器 甕 ０．５９２ ０．１６９ １．５０ ０．６２９ ０．５５６ ０．２５３ ？ SI０５ �
５ B１地区 ２７６５ 須恵器 杯蓋 ０．５８４ ０．１８８ １．９０ ０．６１６ ０．４３５ ０．２６３ B SI２６ �
６ B１地区 １８９ 須恵器 壺 ０．５７２ ０．１３６ １．４２ ０．６４２ ０．４３３ ０．２３８ B SP２０４４ �
７ B１地区 ４８５ 須恵器 杯B ０．８１８ ０．１２１ １．８９ ０．８１０ ０．４２９ ０．１３３ A SD２１８ �
８ B１地区 ５７９ 須恵器 杯B ０．８０５ ０．１４５ ２．１０ ０．６８０ ０．４９６ ０．１７７ A �
９ B１２地区 ２７４２ 須恵器 壺 ０．５４４ ０．０８４ １．６５ ０．７１０ ０．３５４ ０．０８９ B �
１０ B１３地区 ２８１５ 須恵器 杯A ０．９０３ ０．１８６ ２．２２ ０．８５０ ０．４６３ ０．１５１ A SI３１ �
１１ B１地区 ２１５ 須恵器 壺 ０．８１８ ０．１４３ ３．２１ ０．６３１ ０．４３０ ０．１９１ A SK１０１８ �
１２ B１地区 ４３４ 須恵器 杯蓋 ０．８２６ ０．１５２ ２．３９ ０．７４３ ０．４８４ ０．１５８ A SD２０１ �
１３ B１地区 ４６４ 須恵器 皿B ０．８０３ ０．１３９ ２．７０ ０．６７０ ０．４３６ ０．１７２ A SD２１７ �
１４ B１地区 ５９１ 須恵器 長頸壺 ０．７７３ ０．０４６ ２．２３ ０．７８０ ０．２１８ ０．１７２ A �
１５ B１３地区 ２９１６ 須恵器 杯蓋 ０．８５０ ０．１７８ ２．３４ ０．７９１ ０．４５４ ０．１３５ A �
１６ B１地区 １３９ 須恵器 皿B ０．５３０ ０．０６０ １．９２ ０．６２２ ０．２８５ ０．０５５ C SP２０１９ �
１７ B１地区 １５８ 須恵器 杯 ０．７４８ ０．１３３ １．８６ ０．７５３ ０．４３９ ０．０９３ A SP２０２３ �
１８ B１地区 ６２２ 須恵器 甕 ０．６１２ ０．１５５ １．１７ ０．６８０ ０．４４４ ０．１６８ B �
１９ B１３地区 ２７７０ 須恵器 杯B ０．５５９ ０．１５９ １．３２ ０．７１７ ０．４８５ ０．２４０ B SI２７ �
２０ B１３地区 ２７８５ 須恵器 杯A ０．５１２ ０．０８２ １．７１ ０．５９６ ０．３０７ ０．１０７ C SI３０ �
２１ B１地区 １６９ 須恵器 壺 ０．５１６ ０．２７４ １．７８ ０．５１６ ０．５０８ ０．２０４ ？ SP２０３３ �
２２ B１地区 ５４８ 須恵器 杯蓋 ０．４９９ ０．１３３ ２．２１ ０．５４２ ０．４０４ ０．２２３ B �
２３ B４地区 １３６２ 須恵器 杯蓋 ０．５７３ ０．０７８ ２．２５ ０．６８２ ０．３３０ ０．０９３ C �
２４ B４地区 １６６３ 須恵器 杯蓋 ０．５２９ ０．０７０ ２．１０ ０．６２１ ０．３１１ ０．０７７ C SI１９ �
２５ B１３地区 ２９６４ 須恵器 壺 ０．５９６ ０．１９４ １．４４ ０．６２７ ０．５８５ ０．２９３ ？ �
２６ B１地区 １４ 須恵器 杯A ０．７９１ ０．１２８ １．９４ ０．８０６ ０．４８３ ０．１８３ A SI０２ �
２７ B１地区 １１７ 須恵器 壺 ０．５２３ ０．１３９ ２．１２ ０．５５５ ０．３５０ ０．２１６ B SI０６ �
２８ B４地区 １６６９ 須恵器 杯 ０．５４１ ０．０７６ ２．０２ ０．７０２ ０．３３２ ０．０９７ C SI１９ �
２９ B１３地区 ２７８１ 須恵器 杯蓋 ０．５７６ ０．１０７ １．５９ ０．７９９ ０．３９１ ０．１３４ C SI３０ �
３０ B１３地区 ２８１３ 須恵器 壺 ０．５５８ ０．１２１ １．７２ ０．５９５ ０．４４６ ０．１９０ B SI３１ �
３１ B１地区 １ 須恵器 杯蓋 ０．６３８ ０．０８４ １．３２ ０．６３５ ０．３５４ ０．１２１ C SI０１ �
３２ B１地区 １６２ 須恵器 杯B ０．６０３ ０．０５０ １．５０ ０．７３２ ０．３０９ ０．１０１ C SP２０２７ �
３３ B４地区 １４１０ 須恵器 壺 ０．４８６ ０．１０１ １．５５ ０．５８８ ０．３８９ ０．１６２ B �
３４ B１３地区 ２８６５ 須恵器 杯A ０．４５３ ０．０５８ ２．２８ ０．５３４ ０．２３９ ０．０５４ C SI３２ �
３５ B１３地区 ３０１８ 須恵器 杯B ０．４２１ ０．０５１ １．６１ ０．５３８ ０．２８０ ０．０８２ C �
３６ B１地区 ２５ 土師器 椀 ０．８２４ ０．１１４ １．２８ ０．７６４ ０．５２３ ０．１８２ a SI０２ �
３７ B１地区 ５８ 土師器 小型甕 ０．５３８ ０．１８１ １．３９ ０．５８４ ０．４８７ ０．２３２ b SI０５ �
３８ B１２地区 ２７４３ 土師器 椀A ０．５６０ ０．２６８ １．６４ ０．５０２ ０．８８７ ０．４０９ D �
３９ B１３地区 ２７７８ 土師器 甕 ０．５３０ ０．１４４ １．５８ ０．５０６ ０．３９９ ０．１０８ b SI２９ �
４０ B１３地区 ２９８５ 土師器 椀 ０．７９３ ０．１０８ １．２９ ０．８３５ ０．４５１ ０．１４３ a �
４１ B１地区 ３２ 土師器 椀 ０．８４３ ０．１２７ ２．７３ ０．７８１ ０．３７８ ０．１００ a SI０２ �
４２ B１地区 ３４ 土師器 椀 ０．７３１ ０．１２９ ２．２４ ０．６９８ ０．４０９ ０．０８９ a SI０２ �
４３ B１地区 １３８ 土師器 小型甕 ０．６０５ ０．１２３ １．３９ ０．７２８ ０．４３０ ０．１９２ b SP２０１８ �
４４ B１３地区 ２７７３ 土師器 椀A ０．７５５ ０．１２７ ２．２５ ０．６５５ ０．４２３ ０．１５０ a SI２７ �
４５ B１３地区 ２７７９ 土師器 甕 ０．５８８ ０．１０２ １．６７ ０．５９１ ０．３５４ ０．１０５ b SI２９ �
４６ B１地区 ２７ 土師器 椀 ０．８７６ ０．１２５ ２．６０ ０．７６７ ０．４２１ ０．０９３ a SI０２ �
４７ B１地区 ２８ 土師器 椀 ０．７９２ ０．１１８ ２．７０ ０．６９０ ０．３７８ ０．１０２ a SI０２ �
４８ B１地区 ２９ 土師器 椀 ０．８１８ ０．１３５ ３．０４ ０．７２８ ０．４３７ ０．０９２ a SI０２ �
４９ B１地区 ４６８ 土師器 甕 ０．５４６ ０．１２２ １．１７ ０．６４４ ０．４１１ ０．１５１ b SD２１７ �
５０ B１地区 ８０２ 土師器 中型甕 ０．６２１ ０．１０５ １．５３ ０．６６７ ０．３６８ ０．２０１ b �
５１ B１地区 １０ 土師器 甕 ０．５１０ ０．０９３ １．６７ ０．５４７ ０．３３０ ０．１４６ b SI０１ �
５２ B１地区 ８５ 土師器 皿 ０．７７７ ０．０９６ ２．７７ ０．６９０ ０．３６６ ０．０８９ a SI０４ �
５３ B１地区 １６６ 土師器 椀A ０．８５４ ０．１０３ ２．７２ ０．７２１ ０．３６３ ０．１０１ a SP２０３５ �
５４ B１３地区 ２７６７ 土師器 椀A ０．８０５ ０．１２１ ２．８９ ０．７００ ０．３８２ ０．０９８ a SI２６ �
５５ B１３地区 ２７９６ 土師器 椀A ０．８９５ ０．１０７ ２．４８ ０．８０１ ０．４０４ ０．１１５ a SI３０ �
５６ B１地区 ２０ 土師器 椀A ０．７４１ ０．１４１ １．９５ ０．７２１ ０．４６２ ０．１１１ a SI０２ �
５７ B１地区 ７８６ 土師器 小型甕 ０．５１４ ０．１０６ ２．２８ ０．５５４ ０．３０４ ０．１３６ b �
５８ B１地区 ７９０ 土師器 小型甕 ０．５５６ ０．１０６ ２．２９ ０．５９３ ０．３１２ ０．１２５ b �
５９ B１３地区 ２７９３ 土師器 椀 ０．８１５ ０．１５８ ２．５１ ０．６７７ ０．４４９ ０．１３７ a SI３１ �
６０ B１３地区 ２９８０ 土師器 椀 ０．８４１ ０．１１２ ２．９４ ０．７３０ ０．３５０ ０．０８６ a �
６１ C９地区 ０２６６ 須恵器 杯B ０．５５９ ０．１９０ １．３６ ０．７１４ ０．４４８ ０．１９６ B SI０２ �
６２ C１４地区 ０７１７ 須恵器 杯B ０．５２３ ０．０７６ １．４９ ０．７２２ ０．３１７ ０．０８７ C SI０１ �
６３ C１９地区 １１０３ 須恵器 甕 ０．６４９ ０．２０５ １．１５ ０．８３３ ０．５２６ ０．２９６ ？ �
６４ C２０地区 １５２２ 須恵器 皿B ０．５００ ０．０６４ ２．０６ ０．６６６ ０．２９４ ０．０９５ C �
６５ C２２地区 １６６３ 須恵器 双耳壺 ０．５６３ ０．０８０ １．３６ ０．８５３ ０．３４５ ０．１０１ ？ SI０２ �
６６ C１３地区 ０７００ 須恵器 杯A ０．８６２ ０．１４２ ２．１３ ０．９００ ０．４６３ ０．１４５ A �
６７ C２２地区 １７２７ 須恵器 蓋 ０．８５５ ０．１４３ ２．２４ ０．８３４ ０．４８９ ０．１６９ A SI０７ �
６８ C２２地区 １８２１ 須恵器 杯B ０．４６７ ０．０５９ ２．５２ ０．６７０ ０．２５１ ０．０９５ C �
６９ C１２地区 １５３６ 須恵器 甕 ０．４９９ ０．１２９ ２．１３ ０．５７６ ０．３６２ ０．２２６ B �
７０ C２０地区 １３７３ 須恵器 双耳壺 ０．６９４ ０．３０３ １．７５ ０．７０５ ０．７８６ ０．４６５ ？ SD００８ �
７１ C９地区 ０３６４ 須恵器 杯A ０．７６９ ０．１４８ ２．６２ ０．７７５ ０．４２２ ０．１３４ A �
７２ C２２地区 １７８９ 須恵器 杯蓋 ０．６０４ ０．０６４ ２．７０ ０．７７２ ０．２７３ ０．０９１ C SI１４ �
７３ C２２地区 １７９１ 須恵器 杯B ０．７２８ ０．１２８ ３．１６ ０．６５４ ０．４３０ ０．１５６ A SI１４ �
７４ C２０地区 １３１２ 須恵器 杯A ０．８０３ ０．１６８ ２．４４ ０．８５６ ０．４６８ ０．１３１ A SD００８ �
７５ C２２地区 １８４７ 須恵器 双耳壺 ０．６６５ ０．２６５ １．６９ ０．７１０ ０．７６４ ０．４３２ ？ �
７６ C８地区 ０１５７ 須恵器 杯蓋 ０．４８７ ０．０８２ １．９９ ０．５６３ ０．３６２ ０．０７２ C SD００１ �
７７ C８地区 ０１８８ 須恵器 杯A ０．５１６ ０．１３９ １．２２ ０．６３９ ０．４６３ ０．１９４ B SD００１ �
７８ C２０地区 １１５６ 須恵器 杯A ０．５７２ ０．１９３ １．５８ ０．５４６ ０．７４５ ０．２９２ D SI０３ �
７９ C１８地区 ０９０４ 須恵器 甕 ０．５４６ ０．１７４ ２．５１ ０．５７１ ０．４８６ ０．１２７ B �

8



表１ 蛍光 X線分析データ（２）

資料
番号

地 区 報告書
遺物番号

種 類 器 種 K Ca Fe Rb Sr Na 分類
（分析）

報告書
遺構番号

胎土分類
（肉眼観察）

備考

８０ C１１地区 ０６４５ 須恵器 壺 ０．４９７ ０．１６１ １．５４ ０．６８１ ０．５０４ ０．２０９ B �
８１ C２０地区 １４５４ 須恵器 杯A ０．５３７ ０．１２２ １．９８ ０．７５０ ０．４１１ ０．１２２ B �
８２ C２０地区 １４１８ 須恵器 杯蓋 ０．５５３ ０．１２１ １．８０ ０．５８８ ０．５２９ ０．２２５ B �
８３ C１０地区 ０４７４ 須恵器 杯B ０．５２４ ０．０７１ １．７７ ０．６９５ ０．３６８ ０．１３０ C �
８４ C２０地区 １１５３ 須恵器 杯B ０．４９８ ０．１２５ ２．０５ ０．６２６ ０．３７４ ０．２０３ B SI０１ �
８５ C１４地区 ０７８４ 須恵器 壺 ０．５７３ ０．１８６ １．８６ ０．５７２ ０．７４０ ０．３２１ D SD０１４ �
８６ C７地区 ０１３１ 須恵器 双耳壺 ０．５２８ ０．１０４ １．７９ ０．７５８ ０．４０８ ０．１２７ B �
８７ C１４地区 ０７４８ 須恵器 杯蓋 ０．５５６ ０．１７５ １．８８ ０．８０７ ０．４６１ ０．１６３ ？ SI０５ �
８８ C１９地区 １１２８ 土師器 皿 ０．５０５ ０．１４０ １．６８ ０．５７４ ０．５２３ ０．１４６ b �
８９ C２０地区 １３８８ 土師器 椀 ０．５２６ ０．１１７ １．５８ ０．６２２ ０．３９０ ０．１３５ b SD００８ �
９０ C２０地区 １２２７ 土師器 小型甕 ０．５７７ ０．２３１ １．３１ ０．５５６ ０．６３０ ０．２２１ D SI０９ �
９１ C２０地区 １２２８ 土師器 甕 ０．５８４ ０．２４６ １．１１ ０．５８１ ０．８３８ ０．３０５ D SI０９ �
９２ C２０地区 １４０７ 土師器 椀A ０．５０９ ０．１３８ １．８１ ０．６６６ ０．４３３ ０．１６４ b SD００８ �
９３ C２２地区 １７００ 土師器 小型甕 ０．５０６ ０．０９６ １．４４ ０．６０４ ０．３５８ ０．１３４ b SI０２ �
９４ C２２地区 １７０１ 土師器 甕 ０．７１２ ０．２１６ １．５２ ０．５６５ ０．８０７ ０．３３０ D SI０２ �
９５ C２０地区 １３８９ 土師器 皿 ０．５２９ ０．１７５ ２．０３ ０．５３３ ０．３９２ ０．１６０ b SD００８ �
９６ C２２地区 １６５６ 土師器 椀A ０．４０９ ０．１７１ １．９５ ０．４７９ ０．４５０ ０．１７１ b SI０１ �
９７ C２０地区 １１８２ 土師器 椀 ０．５８０ ０．２３１ １．６６ ０．７３２ ０．４６１ ０．１８９ b SI０４ �
９８ C７地区 ００９５ 土師器 甕 ０．４９１ ０．０９５ ２．９０ ０．５１７ ０．２９９ ０．１１６ ？ SK１１７ �
９９ C１９地区 １１３８ 土師器 小型甕 ０．５１６ ０．１４５ １．３７ ０．６９０ ０．４８４ ０．１８０ b �
１００ C１９地区 １１１１ 土師器 椀A ０．７３６ ０．１２１ ２．３２ ０．７０１ ０．４４４ ０．１１７ a �
１０１ C２０地区 １５８１ 土師器 皿B ０．７０１ ０．１２４ ３．００ ０．５８３ ０．３８５ ０．０８８ a �
１０２ C１０地区 ０５４２ 土師器 椀 ０．７５４ ０．１１９ ２．７４ ０．６５５ ０．４１１ ０．１０２ a �
１０３ C１０地区 ０５４３ 土師器 椀 ０．７４３ ０．０８９ ３．１５ ０．６１２ ０．３４９ ０．１０７ a �
１０４ C１０地区 ０５５６ 土師器 椀A ０．７３８ ０．０８８ ３．６９ ０．５４７ ０．３２８ ０．１００ a �
１０５ C６地区 ００６４ 土師器 皿B ０．３８９ ０．１１２ ２．６１ ０．４９３ ０．３４４ ０．１４０ ？ SD００１ �
１０６ C２０地区 １５８６ 土師器 椀B ０．８１０ ０．０８２ ４．０２ ０．６３７ ０．２５６ ０．１１０ a �
１０７ C７地区 ０１０５ 土師器 椀A ０．７６６ ０．１２０ ２．９４ ０．７４３ ０．３９３ ０．０９０ a SD００７ �
１０８ C７地区 ０１０８ 土師器 椀B ０．６５０ ０．１３１ ２．６９ ０．５７０ ０．５３３ ０．１３９ b SD００３ �
１０９ C１０地区 ０５８９ 土師器 皿 ０．７５８ ０．１４０ ２．６２ ０．６３４ ０．４２９ ０．０８０ a �
１１０ C１４地区 ０７５６ 土師器 椀 ０．７８７ ０．１４５ ２．６７ ０．７１３ ０．４４７ ０．１３９ a SI０６ �
１１１ C２０地区 １１８７ 土師器 小型甕 ０．６９７ ０．１４５ １．４２ ０．６２９ ０．４０６ ０．３２５ a SI０４ �
１１２ C２２地区 １７６２ 土師器 甕 ０．５７２ ０．２１７ １．７７ ０．４５０ ０．７９０ ０．２７９ D SI０９ �

１１３ C８地区 ０１９４ 須恵器 杯B ０．４９９ ０．１９７ １．０８ ０．５５５ ０．６５７ ０．２５４ D SD００１ � 「笠丸」

１１４ C８地区 ０１９６ 須恵器 杯A ０．４５７ ０．０６７ １．９３ ０．６０９ ０．３２４ ０．０９７ C SD００１ � 「成」

１１５ C９地区 ０３０８ 須恵器 杯A ０．４７６ ０．１１７ １．７５ ０．６６１ ０．３９２ ０．１８２ B SD００１ � 「家成」

１１６ C９地区 ０２８７ 須恵器 蓋 ０．４８２ ０．１２３ ２．５５ ０．６３２ ０．３６０ ０．１６２ B SD００１ � 「斐家成」

１１７ C９地区 ０３１６ 須恵器 杯A ０．５００ ０．０８８ １．８５ ０．５９４ ０．３３３ ０．０９１ C SD００１ � 「庄」

１１８ C９地区 ０３６６ 須恵器 杯A ０．４８９ ０．０９８ ２．９２ ０．５４９ ０．３０１ ０．１６１ C � 「家成」

１１９ C９地区 ０３６８ 須恵器 杯A ０．５４６ ０．１２０ ２．６６ ０．４６７ ０．４３６ ０．１７４ B � 「家□」

１２０ C９地区 ０３７４ 須恵器 杯A ０．５３４ ０．１６７ ２．２７ ０．６５３ ０．４３８ ０．２３１ B � 「斐家成」

１２１ C１０地区 ０４４３ 須恵器 杯A ０．４４８ ０．０６９ ２．３９ ０．５６５ ０．２８１ ０．０７０ C SX０１ � 「成」

１２２ C１０地区 ０４４７ 須恵器 杯A ０．４４１ ０．０８０ １．８９ ０．５６３ ０．３０９ ０．０７７ C SX０１ � 「成」

１２３ C１０地区 ０４４５ 須恵器 杯A ０．４５８ ０．０６４ ２．５３ ０．５５５ ０．２７７ ０．０７６ C SX０１ � 「成」

１２４ C１０地区 ０５０３ 須恵器 杯A ０．４８６ ０．１１４ １．６７ ０．６１１ ０．３７０ ０．１６６ B � 「斐」

１２５ C１０地区 ０４９４ 須恵器 杯A ０．４０４ ０．０７０ ２．８９ ０．４６３ ０．２６２ ０．０６０ C � 「斐」

１２６ C１４地区 ０７８１ 須恵器 杯A ０．４２５ ０．０４６ ２．４８ ０．５０３ ０．２２７ ０．０６４ C SK０２８ � 「墾田」

１２７ C１５地区 ０６８９ 須恵器 杯A ０．４６０ ０．０８５ １．８７ ０．５９９ ０．３６５ ０．１５０ C SD００１ � 「斐」

１２８ C１９地区 １０２７ 須恵器 蓋 ０．５３０ ０．１５１ １．３７ ０．６７３ ０．５０１ ０．２２６ B � 「□」

１２９ C１９地区 １０２０ 須恵器 蓋 ０．５５１ ０．０７８ ２．２１ ０．７２３ ０．３３１ ０．１２６ C � 「足」

１３０ C１９地区 １０４０ 須恵器 杯B ０．５００ ０．０６７ １．５３ ０．６１９ ０．３０９ ０．０８６ C � □足」

１３１ C１９地区 １０１６ 須恵器 蓋 ０．５１０ ０．０７４ １．９５ ０．６３４ ０．３４３ ０．１３７ C � 「□」

１３２ C２０地区 １２４０ 須恵器 杯B ０．４９６ ０．０６４ ２．１８ ０．６６６ ０．３２２ ０．０７８ C SK０５９・０６０ � 「縄足」

１３３ C２０地区 １３２５ 須恵器 杯A ０．４９４ ０．０８８ １．８２ ０．６１８ ０．３３２ ０．１２７ C SD００８ � 「縄」

１３４ C２０地区 １３２９ 須恵器 杯A ０．４７３ ０．０５４ ２．３５ ０．５７４ ０．２６０ ０．０５１ C SD００８ � 「縄足」

１３５ C２０地区 １２８２ 須恵器 杯A ０．４７９ ０．０６１ ２．２６ ０．５７１ ０．２９９ ０．０９２ C SD００１ � 「縄足」

１３６ C２０地区 １２８１ 須恵器 杯A ０．４９３ ０．１０１ ２．２２ ０．５３４ ０．３８３ ０．１３５ C SD００１ � 「縄足」

１３７ C２０地区 １２７９ 須恵器 杯A ０．４６５ ０．０６７ ２．２１ ０．５９９ ０．３０８ ０．１１６ C SD００１ � 「縄□」

１３８ C２０地区 １４２０ 須恵器 蓋 ０．４５４ ０．０４１ １．２１ ０．５６９ ０．２９６ ０．０８６ C � 「□足」

１３９ C２０地区 １４８９ 須恵器 杯A ０．５４９ ０．０８３ １．６１ ０．７２６ ０．３９７ ０．１４１ C � 「□」

１４０ C２０地区 １４７２ 須恵器 杯A ０．４６１ ０．０９５ １．８９ ０．５７２ ０．３４１ ０．１３９ C � 「縄足」

１４１ C２０地区 １４７３ 須恵器 杯A ０．４６３ ０．０９５ １．８１ ０．６０４ ０．３５７ ０．１６０ C � 「縄足」

１４２ C２０地区 １４７４ 須恵器 杯A ０．３８４ ０．０７１ １．７３ ０．５１８ ０．３０２ ０．１０９ C � 「縄足」

１４３ C２０地区 １３１６ 須恵器 杯A ０．８１５ ０．１６４ ２．４０ ０．８１０ ０．４５９ ０．１５１ A SD００８ � 「貳」

１４４ C２０地区 １３１９ 須恵器 杯A ０．４８３ ０．０８８ １．８９ ０．５７７ ０．３６９ ０．１３０ C � 「縄」

１４５ C２０地区 １４８８ 須恵器 杯A ０．７２６ ０．１３８ ２．６８ ０．７１７ ０．４０３ ０．１０２ A � 「貳」

１４６ C２２地区 １７４２ 須恵器 杯B ０．４７１ ０．０７７ １．８５ ０．５６４ ０．３３４ ０．０７１ C SI０８ � 「□」

１４７ C２２地区 １８３９ 須恵器 杯A ０．５７５ ０．０９５ １．７６ ０．５６２ ０．４６４ ０．２２１ C � 「□」

１４８ C２２地区 １８４０ 須恵器 杯A ０．７８３ ０．１２３ ３．１１ ０．６８９ ０．４０８ ０．１０２ A � 「観音寺」

１４９ C２２地区 １７７２ 須恵器 杯A ０．４１９ ０．０４４ １．９０ ０．５９５ ０．２６９ ０．０５４ C SI１０ � 「貳」

１５０ C２２地区 １７９２ 須恵器 杯A ０．３９２ ０．０４０ ２．０１ ０．４５６ ０．２５０ ０．０３４ C � 「縄□」

１５１ C２２地区 １８３８ 須恵器 杯A ０．４９７ ０．０９１ １．６１ ０．６４０ ０．３４２ ０．１６３ C � 「縄」

１５２ B６地区 ２４０２ 須恵器 鳥形須恵器 ０．５６３ ０．１０３ １．４０ ０．７４３ ０．４４０ ０．１４１ B �
１５３ B６地区 ２４０１ 須恵器 鳥形須恵器 ０．５０８ ０．０９５ １．３８ ０．７１１ ０．３６１ ０．０８９ B �
１５４ B６地区 ２１５４ 須恵器 鳥形須恵器 ０．５１５ ０．０８６ １．５３ ０．７０７ ０．３５７ ０．１１２ B SD３１７ �
１５５ B６地区 ２３９９ 須恵器 焼台 ０．５８７ ０．１７０ １．６３ ０．７２５ ０．３９８ ０．１０５ B －
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３ 任海宮田遺跡 C 地区出土鉄滓等分析調査

JFE テクノリサーチ株式会社 分析・評価事業部 埋蔵文化財調査研究室

（１）はじめに
（財）富山県文化振興財団殿から富山市に所在する任海宮田遺跡C地区から出土した鉄関連遺物に

ついて、学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調査

を依頼された。調査の観点として、出土鉄滓の化学成分分析、外観観察、ミクロ組織観察およびX

線回折に基づき、資料の製造工程上の位置づけおよび始発原料などを中心に調査した。その結果につ

いて報告する。

（２）調査項目および試験・観察方法
A 調査項目

調査資料の記号、出土遺構・注記および調査項目を表１に示す。

B 調査方法

（�） 重量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用して行い、少数点２位で四捨五入した。各種試験用試料を採取す

る前に、資料の外観を�単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出土位置や資料

の種別等は提供された資料に準拠した。

着磁力調査については、直径３０�のリング状フェライト磁石を使用し、６�を１単位として３５�の

高さから吊した磁石が動きは始める位置を着磁度として数値で示した。遺物内の残存金属の有無は金

属探知機（MC : metal checker）を用いて調査した。金属検知にあたっては参照標準として直径と高さ

を等しくした金属鉄円柱（１．５�φx１．５�H、２．０�φx２．０�H、５�φx５�H、１０�φx１０�H、１６�φx１６

�H、２０�φx２０�H、３０�φx３０�H）を使用し、これとの対比で金属鉄の大きさを判断した。

（�） 化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する JIS 分析法に準じて行っている。

・全鉄（T.Fe）：三塩化チタン還元－二クロム酸カリウム滴定法。

・金属鉄（M.Fe）：臭素メタノール分解－EDTA滴定法。

・酸化第一鉄（FeO）：二クロム酸カリウム滴定法。

・酸化第二鉄（Fe２O３）：計算。 ・化合水（C.W．）：カールフィッシャー法。

・炭素（C）、イオウ（S）：燃焼－赤外線吸収法。

・ライム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、酸化マンガン（MnO）、酸化ナトリウム（Na２O）、珪

素（Si）、マンガン（Mn）、リン（P）、銅（Cu）、ニッケル（Ni）、コバルト（Co）、アルミニウム

（Al）、ヴァナジュム（V）、チタン（Ti）：ICP 発光分光分析法。

・シリカ（SiO２）、アルミナ（Al２O３）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、二酸化チ

タン（TiO２）、酸化リン（P２O５）、酸化カリウム（K２O）：ガラスビード蛍光X線分析法。

但しCaO, MgO, MnOは含有量に応じて ICP 分析法またはガラスビード蛍光X線分析法を選択。

・酸化ナトリウム（Na２O）：原子吸光法。

なお、鉄滓中成分は、１８成分（全鉄 T.Fe、金属鉄M.Fe、酸化第一鉄 FeO、酸化第二鉄 Fe２O３、シリ

カ SiO２、アルミナAl２O３、ライム CaO、マグネシアMgO、酸化ナトリウムNa２O、酸化カリウムK２O、
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二酸化チタン TiO２、酸化マンガンMnO、酸化リン P２O５、コバルトCo、化合水 C.W．、炭素 C、ヴァ

ナジウムV、銅 Cu）を化学分析している。分析は各元素について分析し、酸化物に換算して表示し

ている。

羽口・胎土成分は、１３成分（全鉄 T.Fe、酸化鉄 FeO、シリカ SiO２、アルミナAl２O３、ライム CaO、

マグネシアMgO、化合水 C.W．、灼熱減量 Ig. Loss、二酸化チタン TiO２、酸化マンガンMnO、酸化ナ

トリウムNa２O、酸化カリウムK２O、炭素 C）を化学分析している。なお、粘土については産地検討

のためルビジュウムRbとストロンチュウム Sr についても分析した。

鉄製品中成分の化学分析は、１３成分（炭素C、シリコン Si、マンガンMn、リン P、イオウ S、銅

Cu、ニッケルNi、コバルトCo、アルミニウムAl、ヴァナジウムV、チタン Ti、カルシウムCa、マ

グネシウムMg）を化学分析している。

（�） 顕微鏡組織観察

資料の一部を切り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨（鏡面仕上げ）する。炉壁・羽口・

粘土などの鉱物性資料については顕微鏡で観察しながら代表的な鉱物組織などを観察し、その特徴か

ら材質、用途、熱履歴などを判断する。滓関連資料も炉壁・羽口などと同様の観察を行うが特徴的鉱

物組織から成分的な特徴に結びつけ製・精錬・鍛造工程の判別、使用原料なども検討する。金属鉄は

ナイタール（５％硝酸アルコール液）で腐食後、顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して

写真撮影し、顕微鏡組織および介在物（不純物、非金属鉱物）の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加

工状況や材質を判断する。原則として１００倍および４００倍で撮影を行う。必要に応じて実体顕微鏡（５

倍～２０倍）による観察もする。

（�） X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じ

て、それぞれに固有な反射（回折）された特性X線を検出（回折）できることを利用して、試料中

の未知の化合物を同定することができる。多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、

ほとんどの化合物が同定される。

測定装置 理学電気株式会社製 ロータフレックス（RU―３００型）

測定条件

①使用X線 Cu―Kα（波長＝１．５４１７８Å）

②Kβ線の除去 グラファイト単結晶モノクロメーター

③管電圧・管電流 ５５kV・２５０mA

④スキャニング・スピード ４．０°／min

⑤サンプリング・インターバル ０．０２０°

⑥D.S．スリット １°

⑦R.S．スリット ０．１５�

⑧ S.S．スリット １°

⑨検出器 シンチレーション・カウンター

（�） エネルギー分散型蛍光X線分析：EDX元素分析

X線管で発生させたX線を試料にあてることによって、試料に含まれる元素固有のエネルギーを

持った特性X線を発生させ、このX線を Si 半導体検出器で検出し、試料中の構成元素を定性・定量

分析装置、蛍光X線分析装置（堀場製作所製、MESA―５００；�線管ターゲット：Rh、�線管電圧：
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１～５００μA（１５kV）、１～２４０μA（５０kV）（全自動２段切り換え））を使って遺物の元素分析（測定元

素：１１Na～９２U。）を行う。測定条件（�線管ターゲット：Rh（ロジウム）、�線管電圧：１～５００μA

（１５kV）、１～２４０μA（５０kV）（全自動２段切り換え）、検出器：高純度シリコン検出器。）

（�） 耐火度測定

耐火物及び耐火物原料の耐火度試験は、JIS R２２０４（耐火物及び耐火物原料の耐火度試験方法）及

び JIS R８１０１（耐火度試験用標準コーン）に準拠して測定する。

遺物資料を粉砕し、規定（量的に少量であるから寸法は第２種の小型：幅７�、高さ２７�）のゼー

ゲルコーンを成型する。このゼーゲルコーンを傾斜８０°で受台に装着し、毎分５℃で加熱する。コー

ンの先端が曲がり始め、受台に接触したときの温度を溶倒温度 y（℃）とする。

（３）調査結果および考察
分析調査結果を図表にまとめて２７～３３頁に示す。表１に調査資料と調査項目をまとめた。表２～表

６に資料の化学成分分析結果と蛍光X線分析結果を、表７にX線回折結果を、表８に耐火度測定結

果をそれぞれ示す。全資料の外観写真と試料採取位置を３４～４０頁に、X線透過写真を４１頁に、鉄滓の

顕微鏡ミクロ組織を４２～４５頁に、X線回折チャートを４６～５０頁にそれぞれ示す。鉱物組織の英文、化

学式は一括して５．参考に示した。

各資料の調査結果をまとめ、最も確からしい推定結果を最後にまとめる。以下、資料の番号順に述

べる。

資料番号No．１ 遺物番号３９２０、椀型滓（鍛錬鍛冶滓）、着磁度：５、メタル反応：１０�大相当

外観：外観写真１－１、１－２、１－３に示す。重量３６８．０g、長さ１１６．４�、幅 ８５．８�、厚さ５６．７

�。２段の椀型滓である。上面はやや窪み、小さな凹凸があり滓粒が滴下、堆積したように見える。

下面側に比べ、上面側の方が着磁は強く、５の着磁度があり、中央と外観写真下の右側には＋１０�大

のメタル反応がある。資料全体は鉄銹特有のオキシ水酸化の茶褐色を呈している。破面は小さな破面

が１つあるのみである。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真１－１、１－２に示す。１－１では資料全面がウスタイト相（ウ

スタイトとマグネタイトの混晶の可能性もある）になっている。鉱物組織として確認できるのはウス

タイトのみである。組織写真１－２では金属鉄が銹化したゲーサイトとわずかに金属鉄粒子が観察さ

れ、４００倍の写真には風化が進んだファイヤライトが観察される。精錬鍛冶滓や鍛錬鍛冶滓によく見

られる組織である。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート１に示す。ウスタイトが最高強度を示し、次いでマグ

ネタイトの強い回折線が観察される。ゲーサイトと粘土成分のリューサイトの回折ピークが観察され、

ファイヤライトは存在を確認できる程度の弱い回折強度である。顕微鏡観察と一致した結果である。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄６４．３％に対して金属鉄は０．３３％とわずかである。

FeOは６０．６％、Fe２O３は２４．１％で SiO２は７．３２％と少なく、TiO２も０．１４％とわずかである。結合水は１．６０％

含まれており、ゲーサイトなどの銹化鉄が存在することを示している。FeOと Fe２O３の比は７２：２８で

FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeOは６５．８％、Fe２O３は２６．２％、SiO２は８．０％となり５参考

の FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図ではマグネタイト境界に近いウスタイト領域にあり、ウスタイト、

マグネタイトが主要鉱物相となり最後にファイヤライト現れることを示している。平衡状態図上の位
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置は顕微鏡観察、X線回折結果を支持する。造滓成分は１１．８％と比較的少ない。原料に含まれていた

と思われる TiO２は０．１４％と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１、図２、図

３のいずれにおいてもは鍛錬鍛冶滓に分類される位置づけにある。

以上の結果を総合すると本資料は（１）鍛冶工程で生成した鉄滓で、（２）鍛錬鍛冶滓と推察され

る。

資料番号No．２ 遺物番号３９３６、鉄滓、着磁度：４、メタル反応：２�大相当

外観：外観を外観写真２－１、２－２に示す。重量１９０．１g、長さ８６．０�、幅６４．２�、厚さ５０．６�。

上面が平らな鍛冶滓である。下面は炉内充�物の状態を映し、非常にゴツゴツしている。上面は鉄銹

の茶褐色を呈し、下面側の凹み部分は暗褐色である。上面側の左下部に２�大相当のメタル反応があ

る。この部分が最も着磁が強く着磁度４である。この部分を調査する。X線回折は滓部分で、メタル

が十分あればメタルを分析する。滓とメタルの境界付近を検鏡する。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真２－１、２－２に示した。２－１の滓部分と２－２の様な銹化

鉄が半々を占めている。２－１が滓部分の代表的な組織で、樹枝状ウスタイト（マグネタイトとの混

晶の可能性あり）と細い板状のファイヤライトからなる。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート２に示す。ウスタイトが最強強度を示し、マグネタイ

トとファイヤライトが強い回折強度を示す。ゲーサイトも明瞭な回折強度を示し、土砂に由来すると

思われる石英やリューサイトの回折線も見られる。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示した。全鉄５３．４％に対して金属鉄は０．２２％である。FeOは

３４．７％、Fe２O３は３７．５％、SiO２は１４．８％で TiO２は０．２２％と少ない。結合水は３．６６％あり、銹化鉄が存

在することを示している。FeOと Fe２O３の比は４８：５２で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeO

は３９．９％、Fe２O３は４３．１％、SiO２は１７．０％となり５参考の FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図ではマグネ

タイト領域にある。顕微鏡観察と異なるのは銹化鉄が多く成分的に Fe２O３が過大に評価されているた

めと思われる。造滓成分は２２．２％で精錬滓と鍛錬鍛冶滓の境界付近の値である。TiO２は０．１４％と少な

く始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１、図３では

鍛錬鍛冶滓グループに位置し、図２では両者の境界付近である。

以上の結果を総合すると本資料は鍛錬鍛冶滓の可能性が高いと思われる。始発原料については判断

できない。

資料番号No．３ 遺物番号３９３７、鉄滓、着磁度：２、メタル反応：無

外観：外観を外観写真３－１、３－２に示す。重量１０２．９g、長さ７２．４�、幅５３．５�、厚さ３１．３�。

鉄滓と言うよりは鉄が銹化し、周囲の土と一体化したように思われる資料である。色は茶褐色で、一

部に黒銹化した銹化鉄が観察される。この部分には着磁度２の弱い着磁があるがメタル反応はない。

滓があれば滓部分を調査する。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真３－１、３－２に示した。全面がマグネタイト（ウスタイトと

の混晶の可能性あり）ファイヤライトの風化した組織となっている。３－１では風化したファイヤラ

イトとマグネタイトが、３－２では樹枝状のマグネタイトと繭玉状のウスタイト、板状の崩れたファ
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イヤライトが観察される。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート３に示す。マグネタイトが最強強度を示し、次いでゲー

サイトの中程度の回折が観察される。ファイヤライトと石英の回折強度は弱である。そのほかにウス

タイト、粘土成分であるアノーサイト、リューサイトの存在も同定される。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄５２．７％に対して金属鉄は１．５９％とやや高い。FeO

は１７．５％、Fe２O３は５３．６％、SiO２は１１．３％で TiO２は０．１４％と少ない。結合水は５．３５％あり、銹化鉄が

存在していると思われる。FeOと Fe２O３の比は２５：７５で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeO

は２１．２％、Fe２O３は６５．１％、SiO２は１３．７％となり、FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図では石英の高温型

（トリジマイト）との境界に近いマグネタイト領域にある。X線回折でマグネタイトが最強強度を示

したことと一致する。造滓成分は１８．９％で精錬滓と鍛錬鍛冶滓の境界付近の値である。Cuは０．００１８

と少なく、Mnも０．０６％と少ない。TiO２は０．１４％と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１、図３では

鍛錬鍛冶滓グループに位置し、図２では両者の境界付近である。

以上の結果を総合すると本資料は銹化した鉄を含む鍛錬鍛冶滓と推察される。始発原料は砂鉄か否

か判断できない。

資料番号No．４ 遺物番号３９３９、鉄滓、着磁度：３、メタル反応：無し

外観：外観を外観写真４－１、４－２に示す。重量９７．０g、長さ６２．０�、幅４３．４�、厚さ３２．８�。

上面は緩やかに湾曲し、ゴツゴツした表面の不定形な滓である。下面側はやや尖っている。上面側は

褐色で下面側の半分は鉄銹の茶褐色である。破面はない。鍛冶滓と思われる資料である。下面側の茶

褐色部には小さなメタルが存在する可能性も考えられるのでこの部分を検鏡し、滓を分析する。X線

回折は滓で行なう。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真４－１、４－２に示した。資料全面が薄い灰白色のウスタイト

（あるいはウスタイトとマグネタイトの混合組織）が圧倒的に多く、細い棒状のファイヤライトも観

察される。ファイヤライトの風化が目立つ。写真にはないがゲーサイトなどの銹化鉄も観察される。

鍛冶滓の組織である。

X 線回折：表７とX線回折チャート４に示す。ウスタイトが最強強度を、マグネタイトが強い回

折強度を示している。ファイヤライトの回折は弱く、ゲーサイトの存在も同定される。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示した。全鉄５８．６％に対して金属鉄は０．３４％とわずかである。

FeOは５３．７％、Fe２O３は２３．６％、SiO２は１２．６％、TiO２は０．１５％とわずかである。結合水は１．８６％含まれ

ており、銹化鉄が存在していると思われる。FeOと Fe２O３の比は７０：３０で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分

系に換算すると FeOは５９．７％、Fe２O３は２６．３％、SiO２は１４．０％となり、FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態

図ではウスタイトとマグネタイトの境界付近にありウスタイト、マグネタイトが鉱物相として現れる

ことを示唆している。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。造滓成分は１９．０７％

である。Cu とMnOは０．００８％、０．０５％と低い。原料に含まれていたと思われる TiO２は０．１５％と少な

く始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１、図３では

鍛錬鍛冶滓に分類される位置づけにある。図２の造滓成分量は１９．７％で精錬滓と鍛錬鍛冶滓の境界付

近にある。
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以上の結果を総合すると本資料は鍛錬鍛冶滓と推察される。

資料番号No．５ 遺物番号３９３８、鉄滓、着磁度：＜１、メタル反応：無し

外観：外観写真を外観写真５－１、５－２に示す。重量６７．９g、長さ６０．２�、幅４２．０�、厚さ２８．６

�。破面数２の扇型に欠けた椀型滓の破片である。上面側に５～１０�大の気泡を内蔵した滓で、泥が

付着して黄土色をしているが素地は黒色を呈している。断面的には不均質は認められないので、１／３

で切断し調査資料を採取する。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真５に示した。資料全面が薄い灰白色の繭玉状ウスタイト（ある

いはウスタイトとマグネタイトの混合組織）とその間隙のファイヤライトのみで構成されている組織

である。微細な金属鉄粒子も散見される。鍛錬鍛冶滓と思われる組織である。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート５に示す。ウスタイトとファイヤライトがいずれも最

強強度の回折線を示し、鉱物相としてはこの２相のみである。金属鉄の存在も確認される。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示した。全鉄６０．１％に対して金属鉄は０．３９％である。FeOは

６９．８％、Fe２O３は７．８％、SiO２は１２．８％、TiO２は０．１７％とわずかである。FeOと Fe２O３の比は９０：１０で FeO

－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeOは７７．２％、Fe２O３は８．６％、SiO２は１４．２％となり FeO－Fe２O３

－SiO２系の平衡状態図では金属鉄との境界に近いウスタイト領域にありウスタイトとファイヤライト

が鉱物相として現れると考えられる。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。造滓

成分は２０．０％である。Cu、MnOは０．００５％、０．０５％と低い。原料に含まれていたと思われる TiO２は

０．１７％と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１、図３では

鍛錬鍛冶滓に分類される位置づけにある。図２の造滓成分量は２０．０％で精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶の境界

付近の値である。

以上の結果を総合すると本資料は鍛錬鍛冶滓と推察される。

資料番号No．６ 遺物番号３９１８、鉄滓、着磁度：４、メタル反応：５�大相当

外観：外観を外観写真６－１、６－２、６－３に示す。重量１５５．８g、長さ１０５．０�、幅６５．０�、厚

さ２８．７�。１６０�位の径で湾曲している厚さ２０～３０�位の資料である。外面側には砂混じりの土が付

着しており、内側は溶融物や半溶融物が垂れ下がった痕がある。小さな窪みには砂が侵入している。

資料全体には茶褐色から暗褐色である。鋳型に流し込まれた鉄と滓の混合物のように見える。外面側

の中央から左に５�大のメタル反応があり、着磁度も４ある。この部分を分析調査する。

顕微鏡組織：切断調査するも金属鉄を検出できていない。顕微鏡組織を組織写真６－１、６－２、

６－３に示した。酸化土砂が３０％位含まれる資料である。資料の周囲には銹と酸化土砂が固着してい

る。滓の部分はウスタイト主体の組織で、鍛造剥片や粒状滓が多数混在している。一部に銹化鉄（ゲー

サイト）も観察される。６－２は鍛造剥片が多く混在する部分で、６－３は粒状滓の部分である。鉱

物組織、鍛造剥片、粒状滓の混在などから鍛錬鍛冶滓と思われる。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示した。全鉄３８．７％に対して金属鉄は１．０６％含まれている。

FeOは３６．７％、Fe２O３は１３．０％、SiO２は２５．０％、TiO２は０．１３％とわずかである。結合水は１．７８％含まれ

銹化鉄が存在を示している。Cuは０．００９％と少ないが、MnOは０．２５％含まれている。TiO２は０．１３％

と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。
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成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、いずれも鉱石系

製錬滓のグループにある。しかし、顕微鏡観察から本資料は鍛錬鍛冶滓と考えられ、土砂の混入によ

る成分のずれによると考えられる。

以上の結果から本資料は鍛錬鍛冶滓と推察される。

資料番号No．７ 遺物番号３９３２、鉄滓、着磁度：３、メタル反応：無し

外観：外観を外観写真７－１、７－２、７－３に示す。重量８３．５g、長さ６３．７�、幅５１．２�、厚さ

２８．６�。２つの滓が結合した資料である。下側の滓は茶褐色が強く緻密にみえ、粒子も細かい。上側

の滓は暗褐色でゴツゴツしており、半溶融の滓が積み上がったように見える。上側、下側の滓を別々

に調査する。上側を資料No．７－１、下側の滓をNo．７－２とする。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真７－１、７－２に示した。７－１ではほとんど全面がウスタイ

トとガラス質である。ファイヤライトは明瞭には観察されない。白く輝く金属鉄が僅かに観察される。

７－２も本質的に７－１と同じ組織である。資料全面がウスタイトに占められている。顕微鏡写真に

は示さなかったが銹化鉄も所々に観察される。鍛錬鍛冶滓と思われる組織である。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート６、７に示す。７の上側資料（７－１）ではウスタイ

トが最強強度を、ファイヤライトが強い回折線を、マグネタイトが弱い回折強度を示している。他に

ゲーサイトの存在も確認される。一方、下側の資料（７－２）ではウスタイトが最強強度をしめし、

マグネタイトとファイヤライトは弱く、ゲーサイトの存在は確認される。７－１、７－２で微妙な差

があるのは資料の不均質性によるものと思われる。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。７－１では全鉄６０．２％に対して金属鉄は０．３３％である。

FeOは５２．６％、Fe２O３は２７．１％、SiO２は９．８８％と比較的少なく、TiO２は０．１２％と少ない。結合水は２．２８％

あり、銹化鉄があると思われる。FeOと Fe２O３の比は６６：３４で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算す

ると FeOは５８．７％、Fe２O３は３０．３％、SiO２は１１．０％となり FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図ではウス

タイトの境界に近いマグネタイト領域にある。Cu、MnOは０．０１０％、０．０９％で少ない。造滓成分は１５．８％

と低めである。７－２では全鉄５７．９％に対して金属鉄は０．２８％である。FeOは６０．６％、Fe２O３は１５．０％、

SiO２は１２．６％で、TiO２は０．１４％と少ない。結合水は１．４４％あり、銹化鉄があると思われる。FeOと Fe２

O３の比は６６：３４で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeOは６８．７％、Fe２O３は１７．０％、SiO２は

１４．３％となり FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図ではウスタイト領域にある。ファイヤライト領域にあ

る。ウスタイトが晶出することを示している。造滓成分は２０．８％である。原料由来と思われる TiO２

はそれぞれ、０．１２％と０．１４％と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、７－１はいずれ

も鍛錬鍛冶滓グループと判断できる位置にあり、７－２は図１、図３では鍛錬鍛冶滓グループに、図

２では精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶滓の両グループに重なる位置づけにある。

以上の結果を総合すると本資料は鍛錬鍛冶滓と推察される。

資料番号No．８ 遺物番号３９４１、鉄滓、着磁度：４、メタル反応：５�大相当

外観：外観を外観写真８に示す。重量１８７．９g、長さ１０７．４�、幅８７．０�、厚さ４６．３�。偏平・不定

形な滓で、上面中央は窪み、下面は湾曲して炉床の砂などを噛み込んでいる。上面は水酸化鉄の茶褐

色を呈し、下面は茶色である。形は不整であるが椀型滓と思われる。割欠面はない。着磁度は上側で
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４、下側ではややこれよりも弱く、上面左側に５�大のメタル反応がある。試料はこの部分より採取

し、検鏡はメタルと滓にかけて行い、X線回折は滓、メタルが十分あれば分析、なければ滓を分析。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真８に示す。視野の大部分は白色繭玉状のウスタイトで占められ

ており、ハーシナイトのような組織も観察される。顕微鏡写真には示さなかったが銹化鉄も観察され

る。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート８に示す。ウスタイトが最強強度を示し、リューサイ

トが中程度の回折線を、ファイヤライトは弱い回折線を示している。ゲーサイトの存在も確認される。

ハーシナイトと思われた相はリューサイトの可能性があるが微小部分析をしていないので断定はでき

ない。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示した。全鉄４８．１％に対して金属鉄は０．３９％とやや高い。FeO

は５０．８％、Fe２O３は１１．８％、SiO２は１８．６％で TiO２は０．３１％と少ない。FeOと Fe２O３の比は８１：１９で FeO

－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeOは６２．６％、Fe２O３は１４．５％、SiO２は２２．９％となり FeO－Fe２

O３－SiO２系の平衡状態図ではファイヤライト、マグネタイトの境界にある。顕微鏡組織とは一致しな

い。本資料はCaO、MgO、K２Oなどが他の資料に比べ高くウスタイト、ファイヤライト、マグネタ

イトが晶出すると考えられ、平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。造滓成分は

２８．２９％と高い。原料由来と思われる TiO２は０．２９％と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１では精錬鍛

冶滓と鍛錬鍛冶滓の両グループに重なる位置づけにある。図２の造滓成分量は３０．２％と高く精錬鍛冶

工程で生成した鉄滓の範疇にある。図３では鍛錬鍛冶滓の位置づけにある。

以上の結果を総合すると本資料は（１）鍛冶工程で生成した鉄滓で、（２）鍛錬鍛冶滓と推察され

る。

資料番号No．９ 遺物番号３９７１、燭台、着磁度：無、メタル反応：最強

外観：外観を外観写真９－１～９－４に示す。燭台下部：重量２４３．４g、高さ１１４．３�、下部径１００．４

�、上部径２７．１�、厚さ５．３�。燭台上部：重量１３２．１g、高さ９１．２�、下部径４２．０�、上部径２４．０�、

厚さ４．０�。２つに分離した薄い青銅製の燭台である。接続部は２段のふくらみがある。腐食は余り

進んでいないようである。薄い褐色の錆と緑錆が流れるように観察される。上側の接続するふくらみ

部には角型の渦巻き紋様と花びらのような紋様が浮き出してある。燭台下部の渦巻き紋様部の下端は

内側に２�くらい折り返り、半周分くらいは折損している。折り返り部分は非常に薄く、指で変形で

きるほどの薄さである。内側には赤色の粘土が厚く充填されている。本資料は石川県穴水町西川島遺

跡群白山橋遺跡出土の燭台（参考資料１）の完形品と形状、法量ともに酷似しており、本資料は一体

のものであったと考えられる。一方、本資料の台部内側には中子の挽き痕と見られる同心円状の線状

痕が密に観察される。燭台上側の上部内面にある肉の盛り上がり方は金属加工ではできないほどの厚

みと形状である。これらの観察結果から本資料は鋳造により製造されたと考えられ、肉厚の非常に薄

かった中央付近で折損した可能性がある。台下端部の緑錆を３�平方ほど目立たぬように剥し、この

部分を蛍光X線により非破壊分析した。

X 線透過：X線透過写真１に示す。割れなどは無いが、腐食によると思われるが薄肉化している部

分が数カ所観察される。象嵌などは観察されない。

蛍光 X 線分析：分析結果を表４に示す。そのままの状態で分析すると Pb、Fe、Sn が多く、Cu が
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低く分析される。これはCuに比べ酸化されやすい Pb、Sn、Fe などが優先酸化され表面に浮き出る

ためである。Al、Si などは付着している土砂などの成分と見られる。錆を落とした分析では本資料

はCu８４．１％、Pb６．１８％、Sn６．２３％、Fe２．０３％である。銅－鉛－錫を主要成分とする青銅製の燭台で

ある。

以上の結果から本資料は Pb、Sn を６％程度含む青銅を鋳造して製作した一体ものの燭台であった

とみられ、薄肉のために中央付近で折損したのではないかと思われる。

資料番号No．１０ 遺物番号３９７２、玉、着磁度：なし

外観：外観を外観写真１０に示す。重量９．３g、長さ１２．４�、幅１２．４�、厚さ１２．３�。真白に錆びた鉛

玉と思われる資料である。恐らく、酸化鉛と思われる。このまま蛍光X線分析し、Pb 以外の元素が

数％以上検出された場合は目立たぬよう白錆を少し剥ぎ、蛍光X線分析する。

X 線透過：X線透過写真２に示すが、特に割れなどは観察されない。

蛍光 X 線分析：分析結果を表５に示す。そのままの状態で分析すると Pb、Sn が多く、他に Si、Al、

Fe が分析される。一方、表面の錆を薄く落とすと Pb は７３．３％、Sn は２４．７％となり、他の成分はな

い。Si、Al、Fe は土砂成分が錆に混じっていたものと見られる。この時代鉄砲はなく、青銅の合金

素材として利用されたものであろうか。用途は不明である。

以上の結果から本資料は Sn を約２５％含む鉛玉である。

資料番号No．１１ 遺物番号３９７６、鉄滓、着磁度：４、メタル反応：５�大相当よりやや小

外観：外観を外観写真１１－１、１１－２に示す。重量２０５．８g、長さ７６．５�、幅７０．０�、厚さ３２．４�。

厚みのある不定形な滓で上面中央は深く窪み、下面は円錐的に鋭く湾曲しており、一部に炉床の砂が

付着している。資料全体が鉄銹の茶褐色を呈している。鍛冶滓と思われる資料で上面側全体に着磁度

４のやや強い着磁があり、５�大よりやや小さいメタル反応がある。割欠面なし。中央より切断、メ

タルが十分にあればメタル分析、なければ分析は滓、ミクロはメタルから滓の部分にかけてX線回

折は滓で調査。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真１１に示した。鉱物相としてウスタイトが圧倒的に多く、ファイ

ヤライトは明瞭には観察されない。写真には示さなかったが部分的にゲーサイトが観察される。明瞭

な鉱物相はウスタイトのみである。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート９に示す。ウスタイトが最強回折強度を示し、マグネ

タイトの中程度の回折線が観察される。顕微鏡組織のウスタイトはマグネタイトとの混晶と見られる。

ファイヤライトの回折線は弱く、ゲーサイトは存在が確認できる程度である。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄６７．０％に対して金属鉄は０．２２％とわずかである。

FeOは６８．９％、Fe２O３は１８．９％、SiO２は５．５３％、TiO２は０．０７％とわずかである。結合水は１．２２％あり、

銹化鉄の存在を示している。FeOと Fe２O３の比は７８：２２で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると

FeOは７３．８％、Fe２O３は２０．３％、SiO２は５．９％となり FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図ではウスタイト

領域のほぼ中央にあり、ウスタイトとマグネタイトが主要鉱物相として現れることを示している。平

衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。造滓成分は８．５％と少ない。原料に含まれて

いたと思われる TiO２は０．０７％と少なく始発原料が砂鉄であるかは判断できない。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１、図２、図
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３では鍛錬鍛冶滓に分類される位置づけにある。

以上の結果を総合すると本資料は鍛錬鍛冶滓と推察される。

資料番号No．１２ 遺物番号３９８６、鉄滓、着磁度：３、メタル反応：５�大より小

外観：外観を外観写真１２－１、１２－２に示す。重量１２４．８g、長さ８４．３�、幅６５．０�、厚さ３２．５�。

上面は浅く窪み、比較的滑らかで、下面は炉内充�状態を映し、凹凸が激しい。重量感のある資料で

全体が鉄銹の茶褐色を呈している。上面側全体にやや強い着磁度３～４の着磁があり、上面全体に４

�大相当のメタル反応がある。メタルが十分あればメタルを、なければ滓を分析し、ミクロ組織はメ

タルから滓にかけて観察する。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真１２に示した。小さな樹枝状のウスタイトと細い棒状のファイヤ

ライトが主要鉱物として観察される。小さな金属鉄粒も見られるがその量はわずかである。精錬鍛冶

滓や鍛錬鍛冶滓によく見られる組織である。

X 線回折：結果を表７とX線回折チャート１０に示す。ウスタイトが最強強度の回折線を示し、フ

ァイヤライトが強い回折強度を示している。他にはリューサイト（２K２O・Al２O３・４SiO２）の弱い回

折線があり、ゲーサイトはその存在が確認できる程度の回折強度である。

化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。全鉄４７．０％に対して金属鉄は０．３４％とわずかである。

FeOは５０．９％、Fe２O３は１０．１％、SiO２は２３．６％、TiO２は０．２９％である。結合水は１．３２％あり、ゲーサイ

トの存在を示している。CuとMnOは０．００７％と０．０５％でいずれも少ない。FeOと Fe２O３の比は８３．９：

１６．１で FeO－Fe２O３－SiO２の３成分系に換算すると FeOは６０．１％、Fe２O３は１２．０％、SiO２は２７．９％とな

り FeO－Fe２O３－SiO２系の平衡状態図ではファイヤライトの領域にある。顕微鏡観察、X線回折の結果

と一致する。造滓成分は３６．２％と高い。

成分的特徴から製造工程上の分類を検討する図１、２、３における位置づけでは、図１では鍛錬鍛

冶滓グループの端の位置に、図２では精錬鍛冶滓の位置に、図３では鍛錬鍛冶滓の領域にある。分析

値で見ると SiO２が高く、X線回折ではリューサイトが確認できるので胎土成分の溶解により造滓成

分が高くなり鍛錬鍛冶滓から精錬鍛冶滓の方向にずれたと思われる。

以上の結果を総合すると本資料は炉壁などの胎土成分がやや多めに溶解した鍛錬鍛冶滓と思われる。

資料番号No．１３ 遺物番号２２５８、羽口、着磁度：０．１～１、MC：無

外観：外観を外観写真１３－１、１３－２に示す。重量は８７．９g、長さ５９．８�、幅４６．２�、厚さ３４．０�。

資料の先端側半分くらいが滓と反応し溶融した緻密な羽口である。内径は２５～３０�、外径は約７０～８０

�で９０°くらいの扇角度で破壊している。胎土には目立った粒子は観察されず、基地は白褐色の粘土

のみで作られている。半径方向の１／２は酸化加熱を受けやや赤みを帯びた褐色を呈している。先端側

の内面は滓と反応してタール状の黒色部になっている。外面側にも滓が付着し、褐色を呈している。

胎土そのもには着磁は認められないが、滓との反応部には着磁度１の弱い磁着がある。胎土そのもの

は緻密でよく混練された感があり、付着物のない内外面は滑らかで軽く焼成された羽口の様に思われ

る。熱影響の少ない後端側から調査資料を採取した。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。強熱減量は６．３６％とやや低めで熱影響を受けて結晶

水の一部が抜けた状態での分析である。シリカ（SiO２）は６５．９％と通常の粘土の約６０％よりやや高く、

アルミナ（Al２O３）は１８．２％と通常の粘土の約１５～１８％の範疇の高い位置にある。一方、造滓成分（SiO２
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＋Al２O３＋CaO＋MgO＋Na２O＋K２O）中の軟化性を持つアルカリ土類成分（CaO＋MgO）は０．５９％と低

く、耐火度を低下させるNa２O＋K２Oは３．１８％とやや高い。軟化性成分である全鉄分は３．０１％と一般

的な粘土の範囲にある。

耐火度：耐火度は表８に示したように１３１０℃で羽口材料としてはやや低い値を示している。耐火度

に不利なCaO＋MgOは少ないものの逆にNa２O＋K２Oが高い影響が現れていると思われる。

以上を総合すると、本資料は粘土のみで作られた耐火度１３１０℃の羽口である。

資料番号No．１４ 遺物番号２２５６、羽口、着磁度：無、MC：無

外観：外観を外観写真１４－１、１４－２、１４－３に示す。重量は１４９．９g、長さ７９．０�、幅６５．０�、厚

さ２８．８�。外径は約８０�、内径は約２５�、で１１０°位の扇角度で破壊した羽口片である。先端側の外面

は約３�にわたって炉壁と反応して膨らみ、亀裂が生じている。内面側半分は白色を帯びた薄い黄土

色をしているが外面半分は還元炎であぶられ灰色に変色している。内面は荒れた面となっているのに

対して外面は平滑・緻密で、焼成された様に見える。後端側の破面は濃褐色を呈している。胎土には

粒子状物は認められず粘土のみで作られた羽口である。熱影響の少ない後端側から調査資料を採取し

た。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。成分は資料１３と非常によく似ており同じ粘土が使わ

れたものと思われる。T.Fe が２．５８％と０．４％ほど低いが、SiO２は６５．４％、Al２O３は１８．２％、CaOは０．１７％、

MgOは０．４４％、K２Oは２．１１％、Na２Oは０．８６％と資料１３とほとんど同一である。

耐火度：成分的には資料１３ほぼ同じだが耐火度は１３３５℃で２５℃高くなっている。

以上を総合すると、本資料は粘土のみで作られた耐火度１３３５℃の羽口である。

資料番号No．１５ 遺物番号２２６０、羽口、着磁度：無、MC：無

外観：外観を外観写真１５－１、１５－２、１５－３に示す。重量は６７．２g、長さ６５．９�、幅５５．６�、厚

さ２５．７�。外径約７０�、内径約４０�、扇角度約１２０°で破損した羽口片である。胎土には最大４�程度

までの珪砂が混入している。先端側の約半分は滓と反応しており、外面の中央には鉄滓が付着し、先

端はタール状に黒色に変色している。内面は赤土色をし、珪砂が多量に混合している。付着物にのみ

着磁が認められる。影響の少ない部分から調査資料を採取した。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。強熱減量は３．６７％と低めで熱影響を受けて結晶水の

多くが抜けていると考えられる。SiO２は６８．２％と通常の粘土の約６０％よりやや高く、Al２O３は１８．３％と

通常の粘土の約１５～１８％の範疇の高い位置にある。一方、造滓成分（SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋Na２

O＋K２O）中の軟化性を持つアルカリ土類成分（CaO＋MgO）は０．７１％とやや低いものの、耐火度を

低下させるNa２O＋K２Oも４．２２％とやや高い。軟化性成分である全鉄分は３．０１％と一般的な粘土の範

囲の低い側にある。

耐火度：耐火度は表８に示したように１３１０℃で羽口材料としてはやや低い値を示している。耐火度

に不利なCaO＋MgOは少ないものの逆にNa２O＋K２Oが高い影響が現れていると思われる。

以上を総合すると、本資料は珪砂を多く混合して作られた耐火度１３１０℃の羽口である。

資料番号No．１６ 遺物番号２２５７、羽口、着磁度：無、MC：無

外観：外観を外観写真１６－１～１６－４に示す。重量は１９４．６g、長さ７９．８�、幅４１．４�、厚さ４１．０�。
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外径約１００�、内径約２５�の肉厚で、扇角度約９０°で破損している羽口片である。先端側は炉内滓と反

応して溶融発泡し、内面側は黒く、外面側はうす茶色を呈している。内面側の胎土は粒状の珪砂が多

く混合しているのが観察され、外面側はうす灰色で固化セメントの様相を呈している。熱影響の少な

い後端側から調査資料を採取した。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。強熱減量は６．３１％とやや低めで熱影響を受けて結晶

水の一部が抜けた状態での分析である。結晶水は２．９１％含まれている。シリカ（SiO２）は６１．５％と資

料１３、１４、１５と比べて低いが、耐火度に有利なアルミナ（Al２O３）は２０．１％とやや高い。一方、造滓

成分（SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋Na２O＋K２O）中の軟化性を持つアルカリ土類成分（CaO＋MgO）は

０．９２％と比較的低いが、耐火度を低下させるNa２O＋K２Oも４．９９％とやや高い。軟化性成分である全

鉄分は３．１４％と低めである。

耐火度：耐火度は表８に示したように１３２０℃で羽口材料としてはやや低い値を示している。

以上を総合すると、本資料は珪砂を少量混合して作られた耐火度１３２０℃の羽口である。

資料番号No．１７ 遺物番号２２８６、羽口、着磁度：無、MC：無

外観：外観を外観写真１７－１、１７－２に示す。重量は８７．８g、長さ６６．５�、幅５６．８�、厚さ３２．１�。

外径７５～８０�、内径約３０�、扇角度約１１０°で２片に破損した羽口片を接着した資料である。胎土には

珪砂などの粒状物は全く観察されず粘土のみで作られている。胎土の色、滑らかさなどは資料１３、１４

に比較的類似している。緻密で十分混練がなされたように見える。内面側は白色を帯びた黄土色を呈

し、外周側は被熱により灰色を帯びている。先端側には鉄滓様の物が付着し、この付着物にのみ弱い

磁着がある。縦方向断面の１ヶ所にのみ�痕らしきものが観察される。熱影響の少ない後端側から調

査資料を採取した。

化学成分：化学成分分析結果を表４に示した。強熱減量は４．９３％と低めで熱影響を受けて結晶水の

一部が抜けた状態での分析である。結晶水は２．５６％である。SiO２は６１．１％と資料２７とほぼ同じだが、

耐火度に有利なAl２O３は２２．９％と高く有利な成分である。一方、軟化性を持つアルカリ土類成分（CaO

＋MgO）は１．３８％であった、耐火度を低下させるNa２O＋K２Oも２．２０％と低い。軟化性成分である全

鉄分は３．６６％と低めである。

耐火度：耐火度は表８に示したように１４７０℃で本調査の中で最高値を示し、Al２O３が高い結果であ

ろう。羽口材料としても十分な耐火性を持っている。

以上を総合すると、本資料は粘土のみで作られた耐火度１４７０℃の羽口である。

資料番号No．１８ 遺物番号２３５５、羽口、着磁度：無、MC：無

外観：外観を外観写真１８－１、１８－２、１８－３に示す。重量は７７．８g、長さ６７．２�、幅５９．１�、厚

さ２４．２�。３片に割れた資料を接合した羽口資料である。外径約７０�、内径約２５�、約９０°の扇角度

で破損している。先端側と外周部の大部分は滓と反応して溶融発泡している。先端側はタール状に黒

化しており外表面にかけて茶褐色に変化し、１２�大の鉄銹化物が観察される。先端部の溶融部にのみ

着磁がある。内面の先端側は被熱により黒褐色を帯びるが中央から後ろがわの送風側は赤土色を示し、

少量のシリカと思われる粒子が観察されるがその量は少ない。外面側は被熱により灰色に変化してい

る。熱影響の少ない後端側から調査資料を採取した。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。強熱減量は３．４８％と低く、熱影響を受けて結晶水の
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多くが抜けている。結晶水は１．８４％にすぎない。SiO２は６１．０％と資料１６、１７と同じで、耐火度に有利

なAl２O３は１９．５％と高いが資料１６、１７に比べるとやや低く耐火度の点ではやや不利である。軟化性を

持つアルカリ土類成分（CaO＋MgO）は２．６４％と多く、耐火度を低下させるNa２O＋K２Oも４．４９％と

やや高く、軟化性成分である全鉄分も５．０２％と高めである。全体的には耐火度に不利な成分系である。

耐火度：耐火度は表８に示したように１１２５℃で羽口材料としては低い値を示している。

以上を総合すると、本資料は粒状シリカを少量混合して作られた耐火度１１２５℃の羽口である。

資料番号No．１９ 遺物番号２３５４、羽口、着磁度：無、MC：無

外観：外観を外観写真１９－１、１９－２、１９－３に示す。重量は２５０．７g、長さ９５．１�、幅７４．３�、厚

さ２９．８�。外径約８０�、内径約２５～３０�、約２００°の扇角度で破損した羽口片で、縦方向にほぼ中央で

２つに割れている。先端の一部は滓と反応し、やや発泡している。熱影響の少ない内面や破面の胎土

は薄い肌色で粒状粒子は混合されていない。粘土のみで作られているが緻密さの点では資料１３、１４、

１５に比べ劣り、混煉が甘いと思われる。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。強熱減量は１２．４％と高く、熱影響を受けず結晶水が

保持された状態での分析である。結晶水は５．６２％と多く含まれている。SiO２は５７．１％と低い反面、耐

火度に有利なAl２O３は２１．１％と高い。軟化性を持つアルカリ土類成分（CaO＋MgO）は１．２３％、耐火

度を低下させるNa２O＋K２Oも１．８９％である。軟化性成分である全鉄分も３．４４％とやや低めである。

耐火度：耐火度は表８に示したように１３８０℃で羽口材料としてはまずまずの耐火度である。

以上を総合すると、本資料は粘土のみで作られた耐火度１３８０℃の羽口である。

資料番号No．２０ 遺物番号２５６３、炉壁？→溶解用坩堝？、着磁度：１、MC：無

外観：外観を外観写真２０－１、２０－２、２０－３に示す。重量は１３２．２g、長さ８３．４�、幅６６．８�、厚

さ３０．４�。皿状に緩やかに湾曲した破面数４の板状耐火物である。湾曲した内面側は滓と反応した様

相を呈し、軽く発泡し、褐色からやや灰色がかった褐色を呈している。写真左側の褐色が濃く盛り上

がった部分は他に比べ着磁が強く、着磁度は２を示した。写真中央下部には緑青の様な３�大の付着

物がある。これを蛍光X線分析する。反対の外面側は熱影響を受けた灰色を呈し、右側にはうす茶

色の粘土が付着しており、外側の壁が溶着剥離したように見える。断面は明瞭な層状をなし、おおよ

そ５層位が観察され、溶解用の容器として繰り返し利用されたように見受けられる。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示した。強熱減量は１．１２％と非常に少ない。結晶水は０．９５％

と非常に少なく外観同様、繰り返し熱影響を受けたことを示唆している。調査した一連の羽口とは全

く異なる成分系である。シリカ（SiO２）は７３．４％と非常に高く、耐火度に有利なアルミナ（Al２O３）

は１５．１％と少ない。軟化性を持つアルカリ土類成分（CaO＋MgO）は０．８７％、耐火度を低下させるNa２O

＋K２Oも３．０９％と比較的少ない。軟化性成分である全鉄分も３．６３％とやや低めである。

耐火度：耐火度は表８に示したように１２８０℃である。製鉄炉の炉壁としてはやや低いが、溶解用容

器としは使用しうると思われる。

付着物：本資料には資料切断位置（資料No．２０）示した位置に緑青と球状の付着物が噛み込んでい

るのが観察された。付着物は容易にはずれ、緑青の球が得られた。付着していた緑青の粉と球、緑青

から離れた位置の内面、資料の側面の４ヶ所について分析調査した。この結果を表８に示す。付着し

ていた緑青はCu が４９％、Pb が１１．７５％、As も５．３％あり、明らかに緑青と判断される。Si や Fe は一
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緒に掻き取られた胎土と思われる。また、噛み込んでいた粒にはCuが７０．６３％、Pb が６．０９％、As が

４．０４％含まれており銅の粒と判断された。従って、耐火材の中に銅の粒が噛み込みこれが一部酸化さ

れ緑青色を呈していたと思われる。これらと離れた位置の内面の分析ではCuが１．５％検出された。

以上の結果を総合すると本資料は銅を溶解した溶解容器であった可能性がある。なお、Sn は検出

されず青銅の可能性は低いと思われる。

（４）まとめ
本分析調査を以下にまとめた。

A 遺跡の性格

調査した滓は遺構（コードC５（溝、土坑）、C８（竪穴住居）、C９（竪穴住居））によらず鍛錬鍛

冶滓と判断されるものであった。製錬滓や精錬鍛冶滓と判断された滓資料はない。また、C７を除い

た遺構からは種々の鉄製品が出土しており、本遺跡あるいは周辺で鍛錬を主体とする鍛冶が行なわれ

た可能性が高いと思われる。

一方、C７の遺構からは青銅製の燭台、鉛玉が出土し、資料２０は銅あるいは青銅の溶解用坩堝の可

能性がある。従って、C７の遺構に関しては青銅器の溶解、鋳造などに関わる遺構の可能性が考えら

れる。

B 始発原料

いずれの鉄滓資料も TiO２が０．３％以下と低く、始発原料を砂鉄とは判断できなかった。任海宮田遺

跡に近い中名�遺跡出土の砂鉄の TiO２は４．６～６．１％と真砂砂鉄なみに低くこのような砂鉄が始発原

料の場合には鍛錬鍛冶滓の TiO２は相当低くなり、鉱石との判別がつきにくくなる。CuやMnOも低

く鉱石系とも判断できない。近隣の中名遺跡では低 TiO２の砂鉄が使われていることから原料は砂鉄

の可能性が高いと思われるが断定は難しい。

C 羽口など耐火材

資料１３～１９の羽口はいずれも耐火度に有利なAl２O３をやや高めの１８～２３％位含むものの、耐火度に

不利なアルカリ酸化物がやや多い成分系であった。耐火度は１１２５℃から１４７０℃まで広いが、概略１３１０

～１３８０℃程度の範囲にある。製鉄炉に利用するにはやや低いが精錬や鍛錬鍛冶炉に用いるには問題の

ない耐火度と思われる。羽口径も２５～３０�で比較的小さく、製鉄炉に利用するにはやや小さい感があ

る。資料No．２０は成分、耐火度の点で羽口とは明らかに異質で付着物などから銅などの溶解用容器の

可能性が高いと推察された。

E 鉄滓

資料１、２、３、４、５、６、７、８、１１、１２は鉱物組織、化学成分、造滓成分量、外観などから

鍛錬鍛冶滓と分類された。

F 青銅製品、鉛玉

・資料９：２つにわかれた鋳造品の青銅製燭台で元来は一体ものであったと思われる。

・資料１０：Sn を約２５％含む表面がさびた鉛玉である。

参考資料１：石川県穴水町教育委員会１９８７「西川島－能登における中世集落の発掘調査－」p５０２
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Feaq2+

①

②

③ Fe3O42e－

Fe

湿潤空気（酸素、水分)

, -FeOOH

（５）参考
A 鉄滓の顕微鏡組織について

鉄滓を構成する化合物結晶には、一般的に表A１のような鉱物組織がある。酸化鉄（Fe２O３、Fe３O４、

FeO）、二酸化ケイ素（シリカ：SiO２）、アルミナ（Al２O３）および二酸化チタン（TiO２）を組み合せた

化合物（固溶体）が多く、これら鉱物結晶は含有量にも依存するが、X線回折により検出され確認で

きる。鉄滓中の低融点化合物がガラス相（非晶質）を形成することがあり、X線回折では検出されな

い。

表A１ 鉄滓の顕微鏡鉱物組織とその観察状況

水と接触した金属鉄は水酸化鉄（Fe（OH）２）またはよりアルカリ性水溶液ではオキシ水酸化鉄

FeOOH（化学式 Fe２O３・H２O）（α―FeOOH、β―FeOOH、γ―FeOOH）として（③式）、沈殿する可能性が

ある。鉄水酸化物の水への溶解度、空気中酸素との反応によって、それらの安定性が異なる。安定な

ゲーサイト（Goethite : α―FeOOH）が遺物中に残存し、観察されることが多く、化合水を数％含む。

オキシ水酸化鉄（γ―FeOOH：レピドクロサイト：lepidocrocite）が還元される（①②式）とマグネタ

イト（magnetite : Fe３O４）になる。X線回折では、ゲーサイトとマグネタイトが共存して検出（回折）

される。また、ゲーサイト（α―FeOOH）は約２００℃で脱水して、ヘマタイト（hematite：赤鉄鉱 α―Fe２O３）

になる。上の図・式に、鉄さびの経年過程を示す。

B 鉄さびの経年過程

（鉄さび層内の電気化学的酸化還元サイクル）

γ―FeOOH還元反応 （２FeOOH=Fe２O３・H２O）

① Fe→Fe２＋＋２e－

② Fe２＋＋８γ－FeOOH＋２e－→３Fe３O４＋４H２O

Fe３O４再酸化反応

③３Fe３O４＋３／４O２＋９／２H２O→９（α，γ）FeOOH

鉱物組織名（和） 鉱物名（英） 化学式 偏光顕微鏡観察状況

ヘマタイト Hematite α―Fe２O３ 赤褐色～赤紫色

マーゲマイト Maghemite γ―Fe２O３ 赤紫色～黒紫色

マグネタイト Magnetite Fe３O４ 白青色、四角または多角盤状

ウスタイト Wustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状

ファイヤライト Fayalite ２FeO・SiO２ 薄い青灰色、短冊状の長い結晶

ウルボスピネル Ulvospinel ２FeO・TiO２ 白色、四角～角形板状結晶

イルメナイト Ilmenite FeO・TiO２ 白色、針状・棒状の長い結晶

シュードブルッカイト Pseudobrookite FeO・２TiO２ 白色、針状の結晶

ハロイサイト Halloysite Al２O３・２SiO２・２H２O X 線で同定できたが組織は不明

ハーシナイト Hercynite FeO・Al２O３ ウスタイト中に析出、ごま粒状

アカゲナイト Akagenite β―FeOOH X線で同定できたが組織は不明

ゲーサイト Goethite α―FeOOH 白～黄色、リング状が多い

アノーサイト Anorthite CaO・Al２O３・SiO２
石英（シリカ） Silica α―SiO２ 白色～半透明

クリストバライト Cristobalite β―SiO２ 白色

�
�

�
�

�
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鉄滓の平衡状態図

FeOn―TiO２―SiO２系平衡状態図

FeO－Fe２O３－SiO２系状態図（by Osborn and Muan）：Slag Atlas

［ドイツ鉄鋼協会］（１９８１）[Verlag Stahleisen] Düsseldorf, Fig．１０６，p，７６
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亜共析 過共析 亜共晶 過共晶

鋼 鋳鉄

鉄－炭系状態図
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表１ 調査資料と調査項目

資料

No.
地区・遺構 遺物番号 資料種別

重

量

�

着

磁

度

Ｍ
Ｃ
反
応

外
観
写
真

化
学
成
分

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

耐

火

度

１ C５―SD００１ ３９２０ 鉄滓 ３６８．０ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ C５―SK１５４ ３９３６ 鉄滓 １９０．１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ C５―SK１５４ ３９３７ 鉄滓 １０２．９ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ C５―SK１５４ ３９３９ 鉄滓 ９７．０ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ C５―SK１５４ ３９３８ 鉄滓 ６７．９ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ C５―SK０７０ ３９１８ 鉄滓 １５５．８ ○ ○ ○ ○ ○

７ C５―SK１５１ ３９３２ 鉄滓 ８３．５ ○ ○ ○ ２ ○ ２

８ C５―SK１７０ ３９４１ 鉄滓 １８７．９ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ C７―SD００３ ３９７１ 燭台 ３７５．５ ○ ○ ○ ○

１０ C７―SD００３ ３９７２ 鉛玉 ９．３ ○ ○ ○ ○

１１ C８―SI０１ ３９７６ 鉄滓 ２０５．８ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２ C９―SI０１ ３９８６ 鉄滓 １２４．８ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３ C５―SK１５４ ２２５８ 羽口 ８７．９ ○ ○ ○ ○ ○

１４ C５―SK１５４ ２２５６ 羽口 １４９．９ ○ ○ ○ ○ ○

１５ C５―SK１５４ ２２６０ 羽口 ６７．２ ○ ○ ○ ○ ○

１６ C５―SK１５４ ２２５７ 羽口 １９４．６ ○ ○ ○ ○ ○

１７ C５―SD００１ ２２８６ 羽口 ８７．８ ○ ○ ○ ○ ○

１８ C５ ２３５５ 羽口 ７７．８ ○ ○ ○ ○ ○

１９ C５ ２３５４ 羽口 ２５０．６ ○ ○ ○ ○ ○

２０ C７―SK１８１ ２５６３ 炉壁？ １３２．０ ○ ○ ○ ○ ○
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表２ 鉄滓の化学成分分析結果（％）

表２ 鉄滓の化学成分分析結果（つづき）（％）

C.W．＝化合水、造滓成分＝SiO２＋Al２O３＋CaO＋MgO＋Na２O＋K２O

資料
No. T.Fe M.Fe FeO Fe２O３ SiO２ Al２O３ CaO MgO Na２O K２O

比率（％）

FeO Fe２O３

１ ６４．３ ０．３３ ６０．６ ２４．１ ７．３２ １．３６ １．０７ ０．７３ ０．９６ ０．１４ ７１．５ ２８．５

２ ５３．４ ０．２２ ３４．７ ３７．５ １４．８ ３．８４ １．５２ ０．７３ ０．９８ ０．３１ ５１．９ ４８．１

３ ５２．７ １．５９ １７．５ ５３．６ １１．３ ３．１４ １．８８ ０．７５ １．５８ ０．２６ ７５．４ ２４．６

４ ５８．６ ０．３４ ５３．７ ２３．６ １２．６ ２．８６ １．６５ ０．５８ １．１３ ０．２５ ３０．５ ６９．５

５ ６０．１ ０．３９ ６９．８ ７．８０ １２．８０ ３．５１ １．８１ ０．５８ １．０２ ０．２６ １０．０ ９０．０

６ ３８．７ １．０６ ３６．７ １３．０ ２５．０ ３．４２ ８．８３ １．９１ ３．８３ ０．４１ ２６．２ ７３．８

７－１ ６０．２ ０．３３ ５２．６ ２７．１ ９．８８ ２．４６ １．７４ ０．６３ ０．８５ ０．１９ ３４．０ ６６．０

７－２ ５７．９ ０．２８ ６０．６ １５．０ １２．６ ３．００ ２．７０ ０．７３ １．４５ ０．２８ １９．９ ８０．１

８ ４８．１ ０．３９ ５０．８ １１．８ １８．６ ５．４７ ４．５７ １．５１ ３．２０ ０．３６ １８．８ ８１．２

１１ ６７．０ ０．２２ ６８．９ １８．９ ５．５３ １．４２ ０．７９ ０．２５ ０．３６ ０．１５ ２１．５ ７８．５

１２ ４７．０ ０．３４ ５０．９ １０．１ ２３．６ ５．９６ ３．３３ ０．８６ １．８５ ０．６７ １６．６ ８３．４

資料
No.

TiO２ MnO P２O５ Co C.W. C V Cu TiO２／T.Fe MnO/TiO２
造滓成分
％

１ ０．１４ ０．１０ ０．２７４０．００５ １．６０ ０．０８ ０．００７０．００６ ０．００２ ０．７１４ １１．５８

２ ０．２２ ０．０６ ０．２６８０．００６ ３．６６ ０．３５ ０．００６０．０１０ ０．００４ ０．２７３ ２２．１８

３ ０．１４ ０．０６ ０．７２１０．００７ ５．３５ １．８３ ０．００７０．０１８ ０．００３ ０．４２９ １８．９１

４ ０．１５ ０．０５ ０．２６１０．００４ １．８６ ０．１２ ０．００５０．００８ ０．００３ ０．３３３ １９．０７

５ ０．１７ ０．０５ ０．５０３０．００３ ０．５３ ０．０４ ０．００７０．００５ ０．００３ ０．２９４ １９．９８

６ ０．１３ ０．２５ １．６０ ０．００９ １．７８ ０．０９ ０．００４０．００９ ０．００３ １．９２３ ４３．４０

７－１ ０．１２ ０．０９ ０．３６６０．００５ ２．２８ ０．２１ ０．００３０．０１０ ０．００２ ０．７５０ １５．７５

７－２ ０．１４ ０．０８ ０．３９９０．００６ １．４４ ０．０８ ０．００３０．００９ ０．００２ ０．５７１ ２０．７６

８ ０．３１ ０．１２ ０．７０５０．００６ １．３２ ０．０６ ０．００７０．００５ ０．００６ ０．３８７ ３３．７１

１１ ０．０７ ０．０３ ０．４７４０．００３ １．２２ ０．１１ ０．０２７０．００８ ０．００１ ０．４２９ ８．５０

１２ ０．２９ ０．０５ ０．２３５０．００６ １．３２ ０．１１ ０．００５０．００７ ０．００６ ０．１７２ ３６．２７

28



表３ 羽口の化学成分分析結果（％）

表３ 羽口の化学成分分析結果（続き）（％）

表４ 燭台蛍光 X線分析結果（資料No．９）

表５ 鉛玉の蛍光 X線分析（資料No．１０）

No. T.Fe FeO Fe２O３ SiO２ Al２O３ CaO MgO Na２O K２O

１３ ３．０１ ０．３６ ３．９０ ６５．９ １８．２ ０．１６ ０．４３ ２．３５ ０．８３

１４ ２．５８ ０．２２ ３．４４ ６５．４ １８．２ ０．１７ ０．４４ ２．１１ ０．８６

１５ ３．０１ ０．３６ ３．９０ ６８．２ １８．３ ０．１８ ０．５３ ３．３０ ０．９２

１６ ３．１４ ０．２１ ４．２６ ６１．５ ２０．１ ０．１９ ０．７３ ４．１７ ０．８２

１７ ３．６６ ０．２２ ４．９９ ６１．１ ２２．９ ０．２１ １．１７ １．８０ ０．４０

１８ ５．０２ ０．２１ ６．９４ ６１．０ １９．５ １．３１ １．３３ ２．３３ ２．１６

１９ ３．４４ ０．２９ ４．６０ ５７．１ ２１．１ ０．２９ ０．９４ １．５０ ０．３９

２０ ３．６３ ０．５３ ４．６０ ７３．４ １５．１ ０．１８ ０．６９ ２．５１ ０．５８

資料
No. TiO２ MnO 化合水 C 強熱源量

１３ ０．９０ ０．０２ ２．３６ ０．６１ ６．３６

１４ ０．９７ ０．１１ ３．２９ ０．４８ ７．８３

１５ ０．４３ ０．０３ １．９９ ０．７９ ３．６７

１６ ０．６４ ０．０４ ２．９１ ０．９５ ６．３１

１７ １．２１ ０．０５ ２．５６ ０．９５ ４．９３

１８ ０．８７ ０．１１ １．８４ ０．９９ ３．４８

１９ １．０３ ０．０６ ５．６２ ０．５０ １２．４

２０ ０．８５ ０．０３ ０．９５ ０．２３ １．１２

Cu Pb Sn Fe AL Si Ni P Bi S Ag

付着物除去 ８４．１２ ６．１８ ６．２３ ２．０３ ０．７７ ０．３８ ０．１７ ０．１２

そのまま ２６．５９ ２９．１０ １１．０８ １７．５６ ２．５８ ６．２２ ０．１６ ４．７５ １．９６

Pb Sn Si Al Fe

付着物除去 ７３．２８ ２４．６９

そのまま ６８．１７ ２３．６２ ４．１８ ２．０３ ０．５５
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表６ 噛み込み銅粒、付着緑青部の蛍光 X線分析結果（資料No．２０）

表７ X線回折結果

鉱物記号：W（ウスタイト：Wustite―FeO）、M（マグネタイト：Magnetite―Fe３O４）、

F（ファイヤライト：Fayalite―Fe２SiO４）、Go（ゲーサイト：Goethite―αFeOOH）、

Q, Cb（シリカ、クリストバライト：Quartz―SiO２）、Le（リューサイト：Leucite―KAlSi２O６）

An（アノーサイト：Anorthite―CaOAl２O３SiO２）、H（ヘマタイト：Hematite―Fe２O３）

Fe（α―鉄：Iron―Fe）、Ak（アカガナイト：Akaganeite―FOOH）、Lep（レピドクロサイト：

Lepidocrocite―FeOOH）、Kir（キルシュスタイナイト：Kirschsteinite―CaFeSiO４）

Hc（ハーシナイト：Hercynite―FeAlO４）

Cu Pb Fe As Si Ca Se Al K

緑青部 ４９．６１ １１．７５ ８．９８ ５．３ ４９．６１ ２．３７ ０．１３

銅粒 ７０．６３ ６．０９ ５．９ ４．０４ ８．１５ １．４８ ３．２２

内面 １．５４ ５０．１ ０．４７ ３０．５ １．１５ １２．１ １．８９

側面 ３１．４ ４３．２ ４．０３ １４．０ ５．０４

資料No 同定鉱物種と回折強度

１ W：最強、M：強、Go：有、Leu：有

２ W：最強、M：強、F：強、Go：弱、Q：有、Le：有、An：有

３ M：強、Go：中、F：弱、Q：弱、W：有、Le：有、An：有

４ W：最強、M：強、F：弱、Go：有

５ W：最強、F：最強、Fe：有

７（上） W：最強、F：強、M：弱、Go：有、Leu：有

７（下） W：最強、M：弱、F：弱、Go：有

８ W：最強、Leu：中、F：弱、Go：有

１１ W：最強、M：中、F：弱、Go：有

１２ W：最強、F：強、Leu：弱、Go：有
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表８ 粘土・炉壁の耐火度試験結果

ゼーゲルコーン溶倒温度比較表

資料番号
耐火度

色調 膨張・収縮 試験錐の状況
SK番号 ℃

No．１３ SK１１－ １，３１０ 灰黄 膨張 アバタ状

No．１４ SK１１＋ １，３３５ 灰黄 膨張 アバタ状

No．１５ SK１０＋ １，３１０ 灰黄 膨張 アバタ状

No．１６ SK１１ １，３２０ 灰黄 膨張 アバタ状

No．１７ SK１７－ １，４７０ 黄茶 普通 アバタ状

No．１８ SK２a＋ １，１２５ 茶 普通 普通

No．１９ SK１３ １，３８０ 灰黄 膨張 アバタ状

No．２０ SK９ １，２８０ 茶黒 普通 普通

［備考］試験方法：耐火煉瓦の耐火度の試験方法（JIS R２２０４）に準拠

試験条件：酸素プロパン炉法

＊耐火温度：下表のゼーゲルコーン溶倒温度比較表を参照

温度（℃） コーン番号 温度（℃） コーン番号 温度（℃） コーン番号 温度（℃） コーン番号

６００ ０２２ ９６０ ０７a １，２８０ ９ １，６５０ ２９

６５０ ０２１ ９８０ ０６a １，３００ １０ １，６７０ ３０

６７０ ０２０ １，０００ ０５a １，３２０ １１ １，６９０ ３１

６９０ ０１９ １，０２０ ０４a １，３５０ １２ １，７１０ ３２

７１０ ０１８ １，０４０ ０３a １，３８０ １３ １，７３０ ３３

７３０ ０１７ １，０６０ ０２a １，４１０ １４ １，７５０ ３４

７５０ ０１６ １，０８０ ０１a １，４３５ １５ １，７７０ ３５

７９０ ０１５a １，１００ １a １，４６０ １６ １，７９０ ３６

８１５ ０１４a １，１２０ ２a １，４８０ １７ １，８２５ ３７

８３５ ０１３a １，１４０ ３a １，５００ １８ １，８５０ ３８

８５５ ０１２a １，１６０ ４a １，５２０ １９ １，８８０ ３９

８８０ ０１１a １，１８０ ５a １，５３０ ２０ １，９２０ ４０

９００ ０１０a １，２００ ６a １，５８０ ２６ １，９６０ ４１

９２０ ０９a １，２３０ ７ １，６１０ ２７ ２，０００ ４２

９４０ ０８a １，２５０ ８ １，６３０ ２８

註：コーンは正確な温度を測定するものではない。

耐火度の数値を概略の温度で示す場合にのみ上の温度表が使われる。

この表は JIS R０３０５付表による。 コーン番号＝SK番号
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・製造工程上の鉄滓分類
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外観写真・資料切断位置

資料�１

資料�１

資料�２

資料�３

資料�１

資料�２

資料�３

資料�４

外観写真１－１ 外観写真１－２

外観写真１－３ 外観写真２－１

外観写真２－２ 外観写真３－１

外観写真３－２ 外観写真４－１
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資料�４

資料�５

資料�６

資料�７

資料�５

資料�６

資料�６

資料�７

外観写真４－２ 外観写真５－１

外観写真５－２ 外観写真６－１

外観写真６－２ 外観写真６－３

外観写真７－１ 外観写真７－２
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資料�８

資料�９

資料�９

資料�７
資料�８

資料�９

資料�９

資料�１０

外観写真７－３ 外観写真８－１

外観写真８－２ 外観写真９－１

外観写真９－２ 外観写真９－３

外観写真９－４ 外観写真１０
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資料�１１

資料�１２

資料�１３

資料�１３

資料�１１

資料�１２

資料�１３

資料�１４

外観写真１１－１ 外観写真１１－２

外観写真１２－１ 外観写真１２－２

外観写真１３－１ 外観写真１３－２

外観写真１３－３ 外観写真１４－１
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資料�１４

資料�１５

資料�１５

資料�１６

資料�１４

資料�１５

資料�１６

資料�１６

外観写真１４－２ 外観写真１４－３

外観写真１５－１ 外観写真１５－２

外観写真１５－３ 外観写真１６－１

外観写真１６－２ 外観写真１６－３
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資料�１６

資料�１７

資料�１８

資料�１８

資料�１７

資料�１７

資料�１８

資料�１９

外観写真１６－４ 外観写真１７－１

外観写真１７－２ 外観写真１７－３

外観写真１８－１ 外観写真１８－２

外観写真１８－３ 外観写真１９－１
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資料�１９

資料�２０

資料�２０

資料�１９

資料�２０

銅粒

外観写真１９－２ 外観写真１９－３

外観写真２０－１ 外観写真２０－２

外観写真２０－３
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X線透過写真

X線透過写真２（資料No．１０）

X線透過写真１（資料No．９）
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滓の顕微鏡組織

x５０

x５０

x５０

x５０

x２００

x２００

x２００

x２００

顕微鏡組織１－１（資料No．１）

顕微鏡組織１－２（資料No．１）

顕微鏡組織２－１（資料No．２）

顕微鏡組織２－２（資料No．２）
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x５０

x５０

x５０

x５０

x２００

x２００

x２００

x２００
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X線回折結果

X線回折チャート１ 資料No．１

X線回折チャート２ 資料No．２
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X線回折チャート３ 資料No．３

X線回折チャート４ 資料No．４
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X線回折チャート５ 資料No．５

X線回折チャート６ 資料No．７－１
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X線回折チャート７ 資料No．７－２

X線回折チャート８ 資料No．８
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X線回折チャート９ 資料No．１１

X線回折チャート１０ 資料No．１２
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４ 任海宮田遺跡 C 地区における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

（１）自然科学分析の概要
任海宮田遺跡は神通川と熊野川によって形成された複合扇状地上に位置しており、古代・中世を中

心とした集落が確認されている。ここでは、遺跡内から採取された骨類の同定、炭化材の樹種同定、

種実遺体の同定を行い、遺構内の土壌などについて植物珪酸体分析、花粉分析、珪藻分析を行った。

（２）骨類同定
A はじめに

一般に日本の国土は火山灰性の酸性土壌に広く覆われ、動物遺存体の保存状態には恵まれていない。

このため、遺跡で動物遺存体が出土するのは貝塚、石灰岩地帯の洞穴や岩陰が代表的で、近年では湿

地環境の遺跡や遺構からも多くの動物遺存体が報告されつつある。動物の歯（特にエナメル質）は、

動物骨格の中でも腐食に強く、特に大きく堅固なウシやウマの臼歯のエナメル質が乾燥環境から出土

する例は珍しくない。微細な魚骨の歯のエナメル質は、発掘中に肉眼で採集することは不可能で、遺

構の埋土を１ミリ以上のフルイの面上で洗うことが必要である。このような骨類の種類を同定し、そ

の生態的情報を援用して、当時の人々の生業や環境などを知ることができる。

B 試料

試料は、C地区から出土した計１４点の骨類・貝類である。試料の詳細を表１に示す。

C 方法

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

D 結果

同定の結果、魚類１、貝類１、哺乳類５の計７分類群が確認された。表１に同定結果を示し、各試

料の写真を示す。

〔魚類〕

マダイ Pagrus major 前鰓蓋骨・右

〔貝類〕

イシガイ科 Unionidae 殻皮

〔哺乳類〕

ウマ Equus cabalus 上顎臼歯・下顎臼歯

ウマ or ウシ Equus cabalus or Bos taurus 臼歯破片

不明 Unknown 臼歯破片

不明 Unknown 破片

不明 Unknown 四肢骨片

E 所見

C地区から出土した動物遺体のうち、�１（C３地区 SK０４９）はウマあるいはウシの臼歯破片、�

２（C４地区 SD０４０）は哺乳類のエナメル質の残る臼歯破片、�５（C１０地区）はマダイの右前鰓蓋

骨（一部欠損）、�６（C１１地区）は不明四肢骨片、�９（C２２地区 SI０３）は焼けた痕跡のある骨片、

�１３と�１４（C１３地区 SX０１）はウマの上下顎臼歯と同定された。また、�１１と�１２（C１６地区 SD００２）
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はイシガイ科の殻皮と同定された。イシガイは、川や湖の砂地に生息する二枚貝で、重要な食用とな

る。

文献

石丸恵利子・松井章（２００１）岡山城本丸下の段出土の動物遺存体．史跡保存整備事業史跡岡山城跡本丸下の段発掘調

査報告，岡山市教育委員会，p．３２３－３３７

松井章（１９９７）岡山城本丸中の段出土の動物遺存体．史跡岡山城本丸中の段発掘調査報告書，岡山市教育委員会，

p．３２３―３３１．

松井章（１９８８）中世のマダイ漁 草戸千軒．第１８２号草戸千軒町遺跡調査研究所，p．６―７．

松井章・西本豊弘（１９９９）動物学と考古学，同成社，p．２０１．

松井章編（２００３）環境考古学マニュアル，同成社，p．４０１．

表１ 任海宮田遺跡C地区における動物遺存体同定結果

＊検出された骨はいずれも焼けた可能性がある。

試料番号 地区 遺構 分類群（学名／和名） 部位 備考

１ C３ SK０４９ D０２００２５ Equus cabalus or Bos taurus ウマor ウシ 哺乳類 臼歯破片

２ C４ SD０４０ D０２００５１ Unknown 不明 哺乳類 臼歯破片 エナメル質が残っている

３
C７

D０２００５２ Unknown 不明 破片

４ D０２００５３ Unknown 不明 破片

５ C１０ D０２００５４ Pagrus major マダイ 魚類 前鰓蓋骨 右

６

C１１

D０２００４８ Unknown 不明 哺乳類 四肢骨片 疵は、焼けて水分が抜ける時に亀裂が入ったもの

７
SI０２カマド

Unknown 不明 破片

８ Unknown 不明 破片

９
C２２ SI０３カマド

Unknown 不明 破片 焼け跡有

１０ Unknown 不明 破片

１１
C１６ SD００２

D０２００５７ Unionidae イシガイ科 貝類 殻皮 淡水生、砂地に生息、食用となる

１２ D０２００５８ Unionidae イシガイ科 貝類 殻皮 淡水生、砂地に生息、食用となる

１３
C１３ SX０１

D０２００４９―１ Equus cabalus ウマ 哺乳類 下顎臼歯

１４ D０２００４９―２ Equus cabalus ウマ 哺乳類 上顎臼歯 左右 咬合面は下側、臼歯は歯冠部を上に左右臼歯列ともに植立
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任海宮田遺跡C地区の動物遺存体�
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任海宮田遺跡C地区の動物遺存体�
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（３）樹種同定
A はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

B 試料

試料は、C地区の各遺構から出土した炭化材３０点である。試料の詳細を表１に示す。

C 方法

試料を割折して横断面（木口と同義）、放射断面（柾目）、接線断面（板目）の基本三断面の切片を

作製し、落射顕微鏡によって５０～１０００倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との対比

によって行った。

D 結果

表１に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon マツ科 図版１

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。横断面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。放射断面：放射

柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。接線断面：放射組織

は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマ

ツがあり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広く用いられる。

スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科 図版２

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面：早材から晩材への移

行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は

典型的なスギ型で、１分野に２個存在するものがほとんどである。接線断面：放射組織は単列の同性

放射組織型である。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑

高木で、高さ４０m、径２mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

カバノキ属 Betula カバノキ科 図版３

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは放射方向に数個複合して、ややまばらに散在する散孔材

である。放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は８～２０本ぐらいである。

放射組織は同性である。道管と放射組織の間の壁孔は極めて小さく密である。接線断面：放射組織は、

同性放射組織型で、１～３細胞幅である。道管相互の壁孔は極めて小さく密に配列する。

以上の形質よりカバノキ属に同定される。カバノキ属にはミズメ、ウダイカンバ、シラカンバ、オ

ノオレカンバなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木である。

ブナ属 Fagus ブナ科 図版４

横断面：小型でやや角張った道管が単独あるいは２～３個複合して密に散在する散孔材である。早

材から晩材にかけて、道管の径は緩やかに減少する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔

である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが、ときに上下端のみ方形細胞が見られる。接線断面：
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放射組織はまれに上下端のみ方形細胞が見られるがほとんどが同性放射組織型で、単列のもの、２～

数列のもの、大型の広放射組織のものがある。

以上の形質よりブナ属に同定される。ブナ属には、ブナ、イヌブナがあり、北海道南部、本州、四

国、九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ２０～２５m、径６０～７０cmぐらいであるが、大きいもの

は高さ３５m、径１．５m以上に達する。材は堅硬、緻密、靱性あり、保存性は低い。容器などに用いら

れる。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc． ブナ科 図版５

横断面：年輪のはじめに大型の道管が数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎状に配

列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。

放射組織は平伏細胞からなる。接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ２０m、径４０cmぐらいであるが、大きいものは高さ３０m、径２mに達する。耐朽性

強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、

薪炭、椎茸ほだ木など広く用いられる。

コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 図版６

横断面：年輪のはじめに大型の道管が１～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った

小道管が火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面：道管の穿

孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のもの

と大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ１５m、径６０cmぐら

いに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科 図版７

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小

道管が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射

断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあ

り、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ１５m、径６０cmに達する。材は強靭で弾力に

富み、器具、農具などに用いられる。

エノキ属 Celtis ニレ科 図版８

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管が１～２列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管

は多数複合して円形、ないし斜線状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが

平伏細胞であるが、上下の縁辺部に方形細胞が見られる。接線断面：放射組織は異性放射組織型で、

１～２細胞幅の小型のものと、８～１２細胞幅ぐらいで鞘細胞をもつ大型のものからなる。

以上の形質よりエノキ属に同定される。エノキ属にはエゾエノキ、エノキなどがあり、北海道、本

州、四国、九州、沖縄に分布する。落葉の高木で、高さ２５m、径１．５mに達する。材は、建築、器具、
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薪炭などに用いられる。

ニレ科 Ulmaceae

横断面：部分的に大型の道管と多数複合して円形ないし斜線状に配列する小道管が見られる。放射

断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は平伏細胞が多い

が方形細胞も存在する。接線断面：放射組織は異性放射組織型で、５細胞幅以上であるが不明瞭であ

る。

以上の形質よりニレ科のケヤキ、エノキ属のいずれかである。保存状態が悪く道管配列や放射組織

の特徴などが不明瞭なため、ニレ科の同定にとどめた。

カエデ属 Acer カエデ科 図版９

横断面：小型で丸い道管が単独あるいは２～４個放射方向に複合して散在する散孔材である。放射

断面：道管の穿孔は単穿孔で、内壁には微細な螺旋肥厚が存在する。放射組織は、平伏細胞からなる

同性である。接線断面：放射組織は同性放射組織型で１～６細胞幅である。道管の内壁には微細な螺

旋肥厚が存在する。

以上の形質よりカエデ属に同定される。カエデ属には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ、ハウチワ

カエデ、テツカエデ、ウリカエデ、チドリノキなどがあるが、放射組織の形質からウリカエデ、チド

リノキ以外のいずれかである。北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または小高木で、

大きいものは高さ２０m、径１mに達する。材は耐朽性および保存性は中庸で、建築、家具、器具、楽

器、合板、彫刻、薪炭など広く用いられる。

ミズキ属 Cornus ミズキ科

横断面：小型で丸い道管がほぼ単独でややまばらに散在する散孔材である。早材から晩材にかけて

道管の径はゆるやかに減少する。放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数

は２０～３０本ぐらいである。放射組織は異性である。接線断面：放射組織は異性放射組織型で、直立細

胞からなる単列のものと４細胞幅ぐらいで紡錘形の多列のものからなる。

以上の形質よりミズキ属に同定される。ミズキ属には、ミズキ、クマノミズキなどがあり、北海道、

本州、四国、九州に分布する落葉の高木または低木である。材は建築、器具、彫刻、旋作、薪炭など

に用いられる。

リョウブ Clethra barbinervis Sieb. et Zucc． リョウブ科

横断面：小型でやや角張った道管が単独でまばらに散在する散孔材である。 放射断面：道管の穿

孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は２０～５０本ぐらいである。放射組織は異性である。接

線断面：放射組織は異性放射組織型で１～３細胞幅である。

以上の形質よりリョウブに同定される。リョウブは北海道南部、本州、四国、九州に分布する。落

葉の小高木で、高さ７m、径２５cmに達する。やや堅硬な材で、建築、旋作、器具、薪炭などに用い

られる。

散孔材 diffuse―porous wood

横断面：小型の道管が散在する。放射断面：道管と放射組織が存在する。接線断面：道管と多列幅

の放射組織が存在する。

以上の形質より散孔材に同定される。保存状態が悪く広範囲の観察が困難ないことから、散孔材の

同定にとどめた。

E 所見
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C地区の各遺構から出土した炭化材は、コナラ属コナラ節１１点、カエデ属４点、クリ３点、カバノ

キ属２点、エノキ属２点、マツ属複維管束亜属１点、スギ１点、ブナ属１点、コナラ属クヌギ節１点、

ニレ科１点、ミズキ属１点、リョウブ１点、散孔材１点と同定された。時期別に見ると、古墳時代は

クリ１点、古代はコナラ属コナラ節３点、クリ２点、マツ属複維管束亜属１点、コナラ属クヌギ節１

点、ニレ科１点、散孔材１点であり、中世はコナラ属コナラ節８点、カエデ属４点、カバノキ属２点、

エノキ属２点、スギ１点、ブナ属１点、ミズキ属１点、リョウブ１点となっている。

最も多いコナラ属コナラ節は、温帯を中心に広く分布する落葉高木で、ミズナラなどの冷温帯落葉

広葉樹林の主要構成要素や、二次林要素でもあるコナラなどが含まれる。また、カエデ属、クリ、カ

バノキ属、エノキ属などは温帯を中心に広く分布する落葉広葉樹である。いずれも当時の遺跡周辺も

しくは近隣の地域で採取可能な樹種であったと考えられる。

文献

佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．２０―４８．

佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p．４９―１００．

島地謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，p．２９６

山田昌久（１９９３）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究会，p．２４２

表１ 任海宮田遺跡C地区における樹種同定結果

試料番号 地区 遺構 備考（時代・層位・台帳番号等） 結果（学名／和名）
１

C５

SK０５９ 炭化材 中世：遺構欠番→�層扱い Betula カバノキ属
２ SK１３５ 炭化材 中世 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
３ SK１３５床面直上 炭化材 中世 Betula カバノキ属
４ SD００１ 炭化材 中世 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
５ SK０７５ 炭化材 中世 Acer カエデ属
６ SK０７５ 炭化材 中世 北西ブロック Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
７ SK０６９ 炭化材 中世 Acer カエデ属
８ SK０３８ 炭化材 中世 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
９ SK０６３ 炭化材 中世 Celtis エノキ属
１０ SK０４６ 炭化材 中世 Acer カエデ属
１１ SK０１３ 炭化材 中世 ④ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
１２ SK１１１ 炭化材 中世 Acer カエデ属
１３ SK１０７ 炭化材 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ
１４ SK０２６ 炭化材 中世 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
１５ C６ SK００５ 炭化材 中世 Celtis エノキ属
１６

C７

SK０１５ 炭化材 中世 D０２００２９ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
１７ SK０２４ 炭化材 中世 D０２００３２ Cornus ミズキ属
１８ SK０５４ 炭化材 中世 D０２００３４ Fagus ブナ属
１９ SK１５６ 炭化材 中世 D０２００３６ Clethra barbinervis Sieb. et Zucc. リョウブ
２０

C８
SI０１カマド 炭化材 古代：時期不詳・土師器椀出土 Quercus sect. Aegilops コナラ属クヌギ節

２１ SK０９０ 炭化材 中世 D０２００４４ Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
２２ C１０ SI０１焼土 炭化材 古代：８C～９C Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属
２３

C１４
SI０６カマド 炭化材 古代：９C～１０C diffuse－porous wood 散孔材

２４ SI０６カマド 炭化材 古代：９C～１０C Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
２５ SI０７カマド 炭化材 古代：９C～１０C Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
２６ C１６ SK００２ 炭化材 古墳時代：中期 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
２７

C２２

SI０２カマド 炭化材 古代：９C後～１０C前 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
２８ SI１３カマド 炭化材 古代：９C後～１０C前 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
２９ SI０８カマド 炭化材 古代：９C後～１０C前 Quercus sect. Prinus コナラ属コナラ節
３０ SI０９カマド 炭化材 古代：９C後～１０C前 Ulmaceae ニレ科
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任海宮田遺跡Ｃ地区の炭化材  Ⅱ
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任海宮田遺跡Ｃ地区の炭化材  Ⅲ
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（４）種実遺体同定
A はじめに

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物

などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすること

ができる。

B 試料

分析試料は、C地区の各遺構から採取・選別された計２８点である。試料の詳細を分析結果表に示す。

C 方法

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。結

果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

D 結果

（�） 分類群

分析の結果、草本４分類群が同定された。学名、和名および粒数を表１、種実の計測値を表２、イ

ネの粒形とその大きさを表３に示す。主要な分類群を写真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴

を記す。

〔草本〕

イネ Oryza sativa L． 穎片・果実 イネ科

穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し、下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状突起がある。完形のも

のは無かった。炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分がくぼむ。表面には数本の

筋が走る。

オオムギ Hordeum vulgare L． 果実 イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝がある。

側面の形は曲率が大きく、胚と胚乳との接する輪郭線は山形である。

イネ科 Gramineae 穎

灰褐色～茶褐色で紡錘形を呈す。腹面はやや平ら。背面は丸い。表面は滑らかである。

ササゲ属 Vigna 子葉（炭化） マメ科

黒色で楕円形を呈す。へそは縦に細長い。ササゲ属にはリョクトウ、アズキ、ササゲなどの栽培植

物が含まれるが、現状の研究では識別は困難である。

不明種実？

種実ではあるが、炭化の度合いが著しく表面模様が困難なため、種の同定まで至らなかった。

（�） 種実群集の特徴

�３（C５地区 SK１５４）では、イネ果実７２、イネ頴１、ササゲ属１５、オオムギ２が同定された。ま

た、�４（C５地区 SK０６６）ではイネ頴１、�６（C６地区 SK００５）ではイネ科頴１、�８（C７地

区）ではイネ果実４、�９（C７地区 SK１１１）ではイネ果実２、�１１（C８地区 SI０１カマド）ではイ

ネ果実４、�１４（C８地区 SD００１）ではイネ果実２とイネ頴１２、�２６（C１６地区 SK００５）ではイネ果

実１８、�２７（C２２地区 SI０２）ではイネ果実５が同定された。その他の試料は、いずれも炭化材もしく

は炭化物（種実ではない）などであり、種実は認められなかった。
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E 所見

C地区の各遺構から採取・選別された炭化種実類の同定の結果、イネ（炭化米）が最も多く認めら

れた。イネ（炭化米）の各部位の計測値を表２、表３に示す。炭化米の大きさは、極小から小で、短

粒が主で長粒に偏じており、古墳時代以降の一般的なコメ粒の形態を示している。

�３（C５地区 SK１５４）では、イネとともにササゲ属やオオムギが認められた。オオムギは弥

生時代以降に出現する栽培植物であり、ササゲ属は縄文時代からも検出されるが、いずれも平安時代

ないし中世に多く見られるようになる。

文献

佐藤敏也（１９８８）弥生のイネ．弥生文化の研究第２巻生業，雄山閣 出版，p．９７―１１１．

笠原安夫（１９８８）作物および田畑雑草種類．弥生文化の研究第２巻生業，雄山閣 出版，p．１３１―１３９．

南木睦彦（１９９１）栽培植物．古墳時代の研究第４巻生産と流通 I，雄山閣出版株式会社，p．１６５―１７４．

南木睦彦（１９９２）低湿地遺跡の種実．月刊考古学ジャーナルNo．３５５，ニューサイエンス社，p．１８―２２．

吉崎昌一（１９９２）古代雑穀の検出．月刊考古学ジャーナルNo．３５５，ニューサイエンス社，p．２―１４．

表１ 任海宮田遺跡C地区における炭化種実同定結果

地区 試料番号 遺構 分類群（学名／和名） 部位 個数 備考
C４ １ SK０８２鉄瓶内

C５

２ SD００１�１ Unknown 不明 １ 種実ではない虫瘤６

３ SK１５４

Oryza sativa L. イネ 頴片 １
果実 ７２

Hordeum vulgare L. オオムギ 果実 ２
Vigna ササゲ属 子葉（完形） １２

（半形） ３
Unknown 不明種実？ １６

４ SK００４ Unknown 不明種実？ １ 虫瘤６
５ SK０６６ Oryza sativa L. イネ 果実 １ 炭化物片１４（種実ではない）

C６ ６ SK００５ Gramineae イネ科 穎 １ 炭化材片１、炭化物片４（種実ではない）

C７

７ SD０１３ 炭化物片４（種実ではない）
８ Oryza sativa L. イネ 果実 ４ 炭化材片３、炭化物片６（種実ではない）
９ SK１０９ Oryza sativa L. イネ 果実 ２
１０ SD００２ 炭化物片３（種実ではない）

C８

１１ SI０１カマド Oryza sativa L. イネ 果実 ４ 炭化物片２（種実ではない）
１２ SK１０１ 炭化材片１
１３ SE０１ 炭化物片１（種実ではない）、昆虫片１

１４ SD００１
Oryza sativa L. イネ 穎片 １２

果実 ２
C９ １５ SI０２ 炭化材片２、炭化物片２（種実ではない）
C１０ １６ SI０１ 炭化物片２（種実ではない）、虫瘤１
C１１ １７ SI０１カマド 炭化材片６、炭化物片６９（種実ではない）

C１４

１８ SK０１４ 炭化物片１３
１９ SI０７カマド 炭化物片２（種実ではない）
２０ SI０６カマド 炭化材片３、炭化物片７（種実ではない）
２１ SI０８カマド 炭化物片３（種実ではない）
２２ SI０３ 炭化材片１１
２３ SI０２カマド周辺 炭化材片３、炭化物片２（種実ではない）、虫瘤１
２４ SI０１カマド内・周辺 炭化材片１３

C１５ ２５ SI０１ 炭化材片７、炭化物片４（種実ではない）
C１６ ２６ SK００５ Oryza sativa L. イネ 果実 １８

C２２
２７ SI０２ Oryza sativa L. イネ 果実 ５
２８ SI０８カマド 虫瘤１
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表２ 任海宮田遺跡C地区出土炭化種実の計測値

表３ 任海宮田遺跡C地区出土イネの粒形と大きさ

※粒長／粒幅で粒形を表し、粒長×粒幅で粒の大きさを表す。

イネ
試料 長さ（�） 幅（�） 試料 長さ（�） 幅（�）
１ ４．５ ２．５ ２６ ４．０ ２．５
２ ４．６ ２．６ ２７ ４．６ ２．２
３ ４．２ ２．４ ２８ ４．５ ２．４
４ ４．８ ２．５ ２９ ４．５ ３．１
５ ４．７ ３．０ ３０ ５．０ ２．３
６ ４．６ ２．２ ３１ ４．５ ２．５
７ ４．８ ２．７ ３２ ４．７ ２．７
８ ４．２ ２．６ ３３ ４．５ ２．６
９ ４．８ ２．６ ３４ ４．６ ２．７
１０ ５．３ ２．５ ３５ ５．２ ３．０
１１ ４．７ ２．４ ３６ ５．０ ３．０
１２ ４．８ ２．４ ３７ ５．０ ２．４
１３ ５．０ ２．９ ３８ ４．６ ２．５
１４ ４．５ ２．５ ３９ ４．３ ２．３
１５ ４．８ ２．４ ４０ ４．６ ２．３
１６ ４．０ ２．０ ４１ ４．１ ２．５
１７ ４．３ ２．３ ４２ ４．０ ２．３
１８ ４．１ ２．０ ４３ ４．１ ２．２
１９ ４．１ ２．０ ４４ ４．０ ２．１
２０ ４．８ ２．５ ４５ ４．６ ２．１
２１ ４．４ ２．５ ４６ ４．８ ２．７
２２ ４．６ ２．３ ４７ ４．６ ２．５
２３ ４．６ ３．１ ４８ ４．７ ２．５
２４ ４．５ ２．３ ４９ ４．１ ２．５
２５ ４．１ ２．８ ５０ ４．３ ２．５

オオムギ
試料 長さ（�） 幅（�）
１ ４．３ ２．５
２ ４．０ ２．７

イネ科
試料 長さ（�） 幅（�）
１ ５．８ １．５

ササゲ属
試料 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�）
１ ５．５ ４．０ ３．８
２ ５．１ ３．５ ３．５
３ ６．０ ４．１ ４．０
４ ４．６ ３．４ ３．１
５ ５．６ ３．３ ２．６

粒大 極々小 極小 小 中 合計 ％
粒形 ～ ８ ～ １２ ～ １６ ～

長
粒

L

２．６―３．０
Ll

８
１６％

２．３―２．６
Lm

２．０―２．３
Ls

６ ２ ８

短
粒

S

１．８―２．０
Sl

１５ ４ １９

４２
８４％

１．６―１．８
Sm

１２ ６ １８

１．４―１．６
Ss

２ ３ ５

円
粒

R

１．２―１．４
Rl

１．０―１．２
Rm

合計
％

３５
７０％

１５
３０％

５０
１００％
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（５）植物珪酸体分析
A はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質

の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，２０００）。また、イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，１９８４）。

B 試料

分析試料は、C地区の各遺構から採取された計５９点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

C 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，１９７６）を用いて、次の手順で行った。

①試料を１０５℃で２４時間乾燥（絶乾）

②試料約１gに対し直径約４０μmのガラスビーズを約０．０２g添加（電子分析天秤により０．１mgの

精度で秤量）

③電気炉灰化法（５５０℃・６時間）による脱有機物処理

④超音波水中照射（３００W・４２KHz・１０分間）による分散

⑤沈底法による２０μm以下の微粒子除去

⑥封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

⑦検鏡・計数

同定は、４００倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分

の精査に相当する。試料１gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料１g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（１．０と仮定）と各植物の換算係数（機動細

胞珪酸体１個あたりの植物体乾重、単位：１０－５g）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることが

できる。イネの換算係数は２．９４、ヨシ属（ヨシ）は６．３１、ススキ属（ススキ）は１．２４、メダケ節は１．１６、

ネザサ節は０．４８、チマキザサ節・チシマザサ節は０．７５、ミヤコザサ節は０．３０である（杉山，２０００）。

タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

D 分析結果

（�）分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表１および図１～図５に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、イネ（穎の表皮細胞由来）、ムギ類（穎の表皮細胞）、キビ族型、ヨシ属、シバ属、ススキ属

型（おもにススキ属）、ウシクサ族A（チガヤ属など）、ウシクサ族B（大型）

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属

ネザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミ
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ヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

その他

（�）植物珪酸体の検出状況

１）C５地区（図４）

SK００４（試料１）、SK０１３③（試料２）、SK０１４（試料３）、SK０６６（試料４）について分析を行った。

その結果、SK０１３③（試料２）と SK０６６（試料４）からイネが検出された。このうち、SK０６６（試料

４）では密度が６，０００個／g と高い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている

５，０００個／g を上回っている。また、SK０１３③（試料２）でも４，６００個／g と比較的高い値である。その

他の分類群では、部分的にウシクサ族A、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、い

ずれも少量である。

SK０１４（試料３）では、海綿動物に由来する海綿骨針（宇津川ほか，１９７９）が１２万個／g 以上と極

めて多量に検出された、なお、植物珪酸体はほとんど検出されなかった。

２）C６地区（図４）

SK００５（試料５）について分析を行った。その結果、イネ、ウシクサ族A、ミヤコザサ節型などが

検出された。イネの密度は８００個／g と低い値である。

３）C７地区、SD００３南壁（図１）

中世区画溝の SD００３南壁から採取された①層（試料７）～⑦層（試料１３）について分析を行った。

その結果、すべての試料からイネが検出された。このうち、①層（試料１）、⑤層（試料１１）、⑦層（試

料１３）では密度が１１，４００個／g～１４，２００個／g とかなり高い値であり、④層（試料１０）でも８，２００個／g と

高い値である。また、①層（試料７）ではイネの籾殻（穎の表皮細胞）が８００個／g、⑤層（試料１１）で

はムギ類（穎の表皮細胞）が７００個／g 検出された。穎（籾殻）は栽培地に残されることがまれである

ことから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。その他の分類群では、部分

的にシバ属、ネザサ節型、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量であ

る。

４）C７地区（図４）

SK０８１（試料２１）について分析を行った。その結果、イネが２４，８００個／g と極めて高い密度で検出さ

れた。また、イネの籾殻（穎の表皮細胞）とムギ類（穎の表皮細胞）も８００個／g 検出された。その他

の分類群では、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。

５）C８地区、SD００１南壁（図２）

古代自然流路の SD００１南壁から採取された①層（試料２２）～⑨層（試料３０）について分析を行っ

た。その結果、上位の①層（試料２２）、中世包含層の②層（試料２３）～④層（試料２５）、および古代自

然流路埋土の⑥層（試料２７）からイネが検出された。このうち、①層（試料２２）～③層（試料２４）で

は密度が１１，６００～１６，６００個／g とかなり高い値であり、④層（試料２５）でも８，７００個／g と高い値である

が、⑥層（試料２７）では８００個／g と低い値である。また、①層（試料２２）ではイネの籾殻（穎の表皮

細胞）が４，１００個／g、①層（試料２２）と③層（試料２４）ではムギ類（穎の表皮細胞）が１，０００個／g 前

後検出された。その他の分類群では、上位層準を中心にウシクサ族A、ネザサ節型、チマキザサ節型
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などが検出されたが、いずれも少量である。

６）C８地区（図４）

SI０１カマド（試料３１）、SK１０１（試料３２）、SK０５８（試料３３）について分析を行った。その結果、す

べての試料からイネが検出された。このうち、SK０５８（試料３３）では密度が１０，６００個／g とかなり高い

値であり、SI０１カマド（試料３１）と SK１０１（試料３２）でも７，４００個／g および６，０００個／g と高い値であ

る。また、SK０５８（試料３３）ではムギ類（穎の表皮細胞）が６００個／g 検出された。その他の分類群で

は、部分的にススキ属型、ウシクサ族A、チマキザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。

７）C９地区、基本層序（図４）

�a（試料４２）～�c 層（試料４６）について分析を行った。その結果、�a（試料４２）と�b（試料

４３）からイネが検出された。このうち、�a（試料４２：中世）では密度が９，８００個／g と高い値であり、

�b（試料４３：中世）でも３，７００個／g と比較的高い値である。その他の分類群では、�a と�b でウシ

クサ族A、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。�a 層（試料４４：古代）～�

c 層（試料４６：地山）では、植物珪酸体はほとんど検出されなかった。

８）C９地区（図４）

SI０２カマド（試料４１）について分析を行った。その結果、イネが６，０００個／g と高い密度で検出され

た。その他の分類群では、ウシクサ族A、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、い

ずれも少量である。

９）C１０地区（図４）

SI０１カマド（試料４７）について分析を行った。その結果、チマキザサ節型やミヤコザサ節型などが

検出されたが、いずれも少量である。

１０）C１１地区（図４）

SI０２カマド（試料４９）について分析を行った。その結果、イネが６，０００個／g と高い密度で検出され

た。その他の分類群では、ウシクサ族Aやチマキザサ節型などが検出されたが、いずれも少量であ

る。

１１）C１３地区、SD００１南壁（図３）

古代自然流路の SD００１南壁から採取された①層（試料５２）～⑥層（試料５７）およびその上位の中

世の基本層序①層（試料５８）～③層（試料６０）について分析を行った。その結果、中世基本層序①層

（試料５８）～③層（試料６０）および南壁①層（試料５２）、②層（試料５３）からイネが検出された。この

うち、中世基本層序①層（試料５８）では密度が１２，９００個／g とかなり高い値であり、中世基本層序②

層（試料５９）～南壁①層（試料５２）でも５，０００個／g 前後と高い値である。なお、南壁②層（試料５３）

では２，２００個／g と比較的低い値である。その他の分類群では、チマキザサ節型やミヤコザサ節型な

どが検出されたが、いずれも少量である。

１２）C１３地区（図４、５）

SK００１土師器甕内（試料５０）、SK００１②（試料５１）、SK００２（試料７０）、SK００２周辺地山（試料７１）に

ついて分析を行った。その結果、SK００１土師器甕内（試料５０）からイネが検出された。密度は７００個／

g と低い値である。その他の分類群では、部分的にウシクサ族A、ネザサ節型、チマキザサ節型、ミ

ヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。

１３）C１４地区（図５）

SK０１４①層（試料６１）、SK０１４ ②層（試料６２）、SI０６カマド（試料６３）、SI０６カマド�（試料６４）、SI
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０８カマド（試料６５）、SI０３カマド（試料６６）、SI０３貼り床（試料６７）、SI０２カマド（試料６８）、SI０１カマ

ド（試料６９）について分析を行った。その結果、すべての試料からイネが検出された。このうち、SK

０１４ ②層（試料６２）、SI０６カマド（試料６３）、SI０３カマド（試料６６）では密度が１０，２００～１１，４００個／g

とかなり高い値であり、SK１８①層（試料６１）、SI０６カマド�（試料６４）、SI０８カマド（試料６５）でも５，２００

～９，８００個／g と高い値である。また、SI０３カマド（試料６６）ではイネの籾殻（穎の表皮細胞）が７００

個／g、SK０１４①層（試料６１）ではムギ類（穎の表皮細胞）が７００個／g 検出された。その他の分類群で

は、部分的にススキ属型、ウシクサ族A、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、い

ずれも少量である。

１４）C１５地区（図５）

SI０１カマド（試料７２）について分析を行った。その結果、イネが９，０００個／g と高い値で検出された。

その他の分類群では、ウシクサ族A、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれ

も少量である。

１５）C１６地区（図５）

SK００１－�４（試料７３）、SK００５（試料７４）、SK００２（試料７５）について分析を行った。その結果、

これらのすべての試料からイネが検出された。このうち、SK００５（試料７４）では密度が１０，５００個／g と

かなり高い値であり、イネの籾殻（穎の表皮細胞）も２，２００個／g 検出された。SK００１-�４（試料７３）

と SK００２（試料７５）では、密度が８００個／g と低い値である。その他の分類群では、ウシクサ族A、チ

マキザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。

E 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

（�）古代

古代自然流路の埋土では、植物珪酸体があまり検出されなかった。このことから、当時は河川の影

響など何らかの原因でイネ科植物の生育にはあまり適さない環境であったと考えられる。また、イネ

などのイネ科栽培植物に由来する植物珪酸体もほとんど検出されないことから、流路内もしくはその

近辺で稲作が行われていた可能性は低いと考えられる。

カマドでは、ほとんどの試料からイネが多量に検出された。このことから、燃料の一部としてイネ

の茎葉（稲藁）が利用されていた可能性が考えられる。なお、燃料としての利用が想定されるススキ

属や竹笹類などの集積は認められなかった。

（�）中世

中世区画溝の埋土や中世包含層では、ほぼすべての試料からイネが検出され、部分的にイネの籾殻

（穎の表皮細胞）やムギ類（穎の表皮細胞）も検出された。イネの密度は、多くの試料で稲作跡の検

証や探査を行う場合の判断基準としている５，０００個／g を上回っており、とくにC７地区 SK０８１では

２４，８００個／g と極めて高い値である。これらの結果から、当時は周辺でイネやムギ類の栽培が行われ

おり、そこから何らかの形で遺構内にこれらの植物珪酸体が混入した（持ち込まれた）と考えられる。

また、C７地区 SK０８１では、イネの茎葉（稲藁）が何らかの形で集積されていた可能性が考えられる。

C５地区 SK０１４の試料では、海綿骨針が極めて多量に検出された。珪藻分析（第�章）では、海水

生種（外洋指標種群）が極めて多量に検出され、絶滅種も認められている。また、花粉分析（第�章）

でも絶滅種が認められていることから、同試料は基盤層に由来する珪藻土と考えられる。
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図１ 任海宮田遺跡C７地区 SD００３南壁における植物珪酸体分析結果

図２ 任海宮田遺跡C８地区 SD００１南壁における植物珪酸体分析結果
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図３ 任海宮田遺跡C１３地区 SD００１南壁における植物珪酸体分析結果

図４ 任海宮田遺跡C地区における植物珪酸体分析結果
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図５ 任海宮田遺跡C地区における植物珪酸体分析結果
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任海宮田遺跡C地区の植物珪酸体
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（６）任海宮田遺跡における花粉分析
A はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

B 試料

分析試料は、C地区の各遺構から採取された計７１点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

C 方法

花粉の分離抽出は、中村（１９７３）の方法をもとに、以下の手順で行った。

①０．５％リン酸三ナトリウム（１２水）溶液を加えて１５分間湯煎

②水洗処理の後、０．５mmの篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

③２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

④水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン

氏液を加え１分間湯煎）を施す

⑤再び氷酢酸を加えて水洗処理

⑥沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

⑦検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行った。花粉の同定は、島倉（１９７３）および中村（１９８０）

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

イネ属については、中村（１９７４，１９７７）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面

の特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

D 結果

（�）分類群

出現した分類群は、樹木花粉２８、樹木花粉と草本花粉を含むもの３、草本花粉２２、シダ植物胞子２

形態の計５５である。なお、寄生虫卵についても注目して分析を行ったが、いずれの試料からも検出さ

れなかった。分析結果を表１～表８に示し、花粉数が１００個以上計数された試料については花粉総数

を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に出現した

分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、トウヒ属、ツガ属、マツ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科－イヌガヤ科

－ヒノキ科、ヤナギ属、クルミ属、サワグルミ、ヒッコリー、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ

属－アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属－ケヤ

キ、エノキ属－ムクノキ、ウルシ属、トチノキ、ブドウ属、ミズキ属、タニウツギ属、フウ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科－イラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

サジオモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科－

78



ヒユ科、ナデシコ科、カラマツソウ属、アブラナ科、ツリフネソウ属、ノブドウ、アリノトウグサ

属－フサモ属、チドメグサ亜科、セリ亜科、ナス科、オオバコ属、キュウリ属、タンポポ亜科、キ

ク亜科、ヨモギ属、ベニバナ

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

（�）花粉群集の特徴

１）C５地区（図５）

SK０１４（試料３）では、花粉密度が低く、樹木花粉の占める割合が極めて高い。樹木花粉ではマツ

属が優占し、コナラ属コナラ亜属、クマシデ属－アサダ、サワグルミ、ハンノキ属、フウ属、ヒッコ

リーなどが伴われる。SK００４（試料１）、SK０１３（試料２）、SK０６６（試料４）では、花粉がほとんど

検出されなかった。

２）C６地区（図５）

SK００５（試料５、６）では、花粉がほとんど検出されなかった。

３）C７地区、SD００３南壁（図１）

中世区画溝の埋土下位の⑦層（試料１３）～④層（試料１０）および②層（試料８）では、花粉がほと

んど検出されなかった。③層（試料９）では花粉密度が低く、草本花粉の占める割合が高い。草本花

粉ではイネ科（イネ属型を含む）が優勢で、カヤツリグサ科、アブラナ科、タンポポ亜科、ヨモギ属、

ソバ属などが伴われる。①層（試料７）では、タンポポ亜科が大幅に増加している。

４）C７地区、SD００４西壁（図２）

中世区画溝埋土の⑦層（試料２０）では、花粉密度が低く、草本花粉、シダ植物胞子の占める割合が

高い。草本花粉では、イネ科、アブラナ科が優勢で、カヤツリグサ科、タンポポ亜科、ヨモギ属など

が伴われる。樹木花粉ではクリ、ハンノキなどが検出された。また、クワ科－イラクサ科も比較的多

い。①（試料１４）でも、おおむね同様の結果であるが、タンポポ亜科が増加し、クワ科－イラクサ科

は減少している。②層（試料１５）～⑥層（試料１９）では、花粉がほとんど検出されなかった。

５）C７地区、SK０８１（図５）

SK０８１（試料２１）では、草本花粉の占める割合が高く、イネ科（イネ属型を含む）が優占し、カヤ

ツリグサ科、アカザ科－ヒユ科、タンポポ亜科、ヨモギ属、ソバ属などが伴われる。樹木花粉ではコ

ナラ属コナラ亜属などが認められる。

６）C８地区、SD００１南壁（図３）

古代自然流路埋土の⑤～⑨（試料２６～３０）では、花粉がほとんど検出されなかった。中世包含層の

④（試料２５）では、草本花粉の占める割合が極めて高く、ヨモギ属が優占し、イネ科、アブラナ科、

タンポポ亜科、アカザ科－ヒユ科などが伴われる。樹木花粉ではハンノキ属、クリなどが認められる。

③（試料２４）～②（試料２３）では、アブラナ科が大幅に増加し、ヨモギ属は減少している。また、樹

木花粉ではハンノキ属が微増している。①（試料２２）では、イネ科が大幅に増加し、アブラナ科は減

少している。樹木花粉ではスギが増加し、ハンノキ属は減少している。

７）C８地区（図５）

SI０１カマド（試料３１）、SK１０１（試料３２）では、花粉がほとんど検出されなかった。SK０５８（試料３３）

では、花粉密度が低く、草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではイネ科が優占し、アブラナ科、

カヤツリグサ科、ソバなどが伴われる。
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８）C９地区（図５）

古代自然流路埋土の SD００１東壁の①～⑥（試料３４～３９）、および SK０１７（試料４０）、SI０２カマド（試

料４１）では、花粉がほとんど検出されなかった。

９）C９地区、基本層序（図６）

地山の�c（試料４６）、古代の�b 層（試料４５）、�a（試料４４）では、花粉がほとんど検出されなか

った。中世の�b（試料４３）では、花粉密度が低く、草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではヨ

モギやイネ科が優勢で、カヤツリグサ科、タンポポ亜科などが伴われる。�a（試料４２）では、花粉

がほとんど検出されなかった。

１０）C１０地区（図６）

SI０１カマド（試料４７）、SK０２３（試料４８）では、花粉がほとんど検出されなかった。

１１）C１１地区（図６）

SI０２カマド（試料４９）では、花粉がほとんど検出されなかった。

１２）C１３地区、SD０１南壁（図４）

古代自然流路埋土の南壁①～⑥（試料５２～５７）では、花粉がほとんど検出されなかった。中世基本

層序①～③（試料５８～６０）では、草本花粉の占める割合が高く、イネ科、ヨモギ属が優勢で、カヤツ

リグサ科、タンポポ亜科などが伴われる。また、基本層序①層（試料５８）ではイネ属型、ソバ属、ア

ブラナ科も認められた。樹木花粉ではスギが優勢である。

１３）C１３地区（図６）

SK００１土師器甕内（試料５０）、②（試料５１）、SK００２（試料７０）、周辺地山（試料７１）では、花粉が

ほとんど検出されなかった。なお、SK００１②（試料５１）ではキュウリ属が認められた。

１４）C１４地区（図６）

SK０１４①層（試料６１）、②層（試料６２）、SI０６カマド（試料６３）、SI０３貼り床（試料６７）では、花粉

がほとんど検出されなかった。SI０３カマド（試料６６）では、花粉密度が低く、草本花粉の占める割合

が極めて高い。草本花粉ではイネ科が優占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属、アブラナ科、ソバなどが

伴われる。

１５）C１５地区（図６）

SI０１カマド（試料７２）では、花粉がほとんど検出されなかった。

１６）C１６地区（図６）

SK００１（試料７３）、SK００２（試料７５）では、花粉がほとんど検出されなかった。SK００５（試料７４）で

は、草本花粉の占める割合が極めて高く、イネ科が優占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属、タンポポ亜

科、アブラナ科、アリノトウグサ属－フサモ属、アカザ科－ヒユ科、ソバ属などが伴われる。

E 花粉分析から推定される植生と環境

（�）古代

古代自然流路の埋土では、花粉がほとんど検出されないことから、植生や環境の推定は困難である。

花粉が検出されない原因としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体

が分解されたことや、水流による淘汰を受けたことなどが考えられる。

（�）中世

中世区画溝埋土の堆積当時は、イネ科、アブラナ科、タンポポ亜科、ヨモギ属、シダ植物などが生

育する日当たりの良い人里の環境であったと考えられ、周辺ではイネやソバなどの栽培が行われてい
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たと推定される。アブラナ科には、アブラナ（ナタネ）、ダイコン、ハクサイ、タカナ、カブなど多

くの栽培植物が含まれており、これらが栽培されていた可能性も考えられる。周辺に樹木は少なく、

遠方にクリ、ハンノキ属などが分布していたと考えられる。なお、全体的に花粉密度が低く、花粉が

ほとんど検出されない試料もあることから、花粉などの有機質遺体が分解されやすい比較的乾燥した

堆積環境が示唆される。

中世包含層や遺構埋土の堆積当時も、おおむね同様の状況であったと考えられ、上位層の時期には

植林と見られるスギ林が増加したと推定される。なお、C１３地区 SK００１②では栽培植物のキュウリ属

（ウリ類）が認められた。

C５地区の SK０１４の試料は、現在の日本には存在しない絶滅種であるフウ属、ヒッコリーが認めら

れることから、基盤層（鮮新世から更新世）からの誘導化石と考えられる。
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分類群

SK017 SI02 ｶﾏﾄﾞ

    学名   和名 ① 34 ② 35 ③ 36 ④ 37 ⑤ 38 ⑥ 39 40 41 Ⅱa 42 Ⅱb 43 Ⅲa 44 Ⅲb 45 Ⅲc 46

Arboreal  pollen 樹木花粉

  Podocarpus   マキ属 1

  Pinus  subgen. Diploxylon   マツ属複維管束亜属 1 1

  Cryptomeria  japonica   スギ 3

  Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae   イチイ科-イヌガヤ科-ヒノキ科 1

  Alnus   ハンノキ属 2 2

  Quercus  subgen. Lepidobalanus   コナラ属コナラ亜属 1

  Aesculus  turbinata   トチノキ 1

Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉

  Moraceae-Urticaceae   クワ科-イラクサ科 1 1

  Leguminosae   マメ科 1

Nonarboreal  pollen 草本花粉

  Gramineae   イネ科 6 4 4 3 3 29

  Cyperaceae   カヤツリグサ科 1 1 1 2 1 7 7

  Chenopodiaceae-Amaranthaceae   アカザ科-ヒユ科 1

  Cruciferae   アブラナ科 1 1 3

  Ampelopsis  brevipedunculata   ノブドウ 1

  Hydrocotyloideae   チドメグサ亜科 1

  Lactucoideae   タンポポ亜科 1 1 4 7

  Asteroideae   キク亜科 1 2

  Artemisia   ヨモギ属 1 1 3 3 72

Fern  spore シダ植物胞子

  Monolate  type  spore   単条溝胞子 14 4 3 5 13 26 1

  Trilate  type  spore   三条溝胞子 1 5 2 4

  Arboreal  pollen   樹木花粉 1 0 0 0 0 0 0 1 4 7 0 0 0

  Arboreal・Nonarboreal  pollen   樹木・草本花粉 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

  Nonarboreal  pollen   草本花粉 9 2 6 1 0 0 11 4 19 121 0 0 0

Total  pollen 花粉総数 11 2 6 2 0 0 12 5 23 128 0 0 0

Pollen  frequencies  of  1cm
3 試料1cm

3
中の花粉密度 8.4 2.4 6.3 2.1 0.0 0.0 9.1 4.8 8.0 6.9 0.0 0.0 0.7

×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10

  Unknown  pollen   未同定花粉 1 1 1 1 0 0 1 1 1 6 0 0 1

Fern  spore シダ植物胞子 15 4 3 0 0 0 10 0 15 30 0 0 1

Helminth  eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Charcoal  fragments 微細炭化物 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (+) (+) (-) (+) (-) (-) (-)

C9地区

SD001 東壁 基本層序

分類群 Ｃ11地区 Ｃ15地区

    学名   和名 SI01ｶﾏﾄﾞ 47 SK023 48 SI02ｶﾏﾄﾞ 49 SI01ｶﾏﾄﾞ 72 SK001№4 73 SK005 74 SK002 75

Arboreal  pollen 樹木花粉

  Cryptomeria  japonica   スギ 1

  Alnus   ハンノキ属 1 3

  Castanea  crenata   クリ 1 2

  Ulmus-Zelkova  serrata   ニレ属-ケヤキ 1

  Aesculus  turbinata   トチノキ 1

Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉

  Moraceae-Urticaceae   クワ科-イラクサ科 9

Nonarboreal  pollen 草本花粉

  Gramineae   イネ科 1 3 8 1 138 3

  Cyperaceae   カヤツリグサ科 1 1 46

  Fagopyrum   ソバ属 1 7

  Chenopodiaceae-Amaranthaceae   アカザ科-ヒユ科 4 12 2

  Caryophyllaceae   ナデシコ科 1

  Cruciferae   アブラナ科 19

  Haloragis-Myriophyllum   アリノトウグサ属-フサモ属 15

  Apioideae   セリ亜科 2

  Lactucoideae   タンポポ亜科 1 2 26

  Asteroideae   キク亜科 2

  Artemisia   ヨモギ属 2 2 5 37 4

Fern  spore シダ植物胞子

  Monolate  type  spore   単条溝胞子 2 3 5 47

  Trilate  type  spore   三条溝胞子 1 7 8 1

  Arboreal  pollen   樹木花粉 0 2 1 0 0 7 0

  Arboreal・Nonarboreal  pollen  樹木・草本花粉 0 0 0 0 0 9 0

  Nonarboreal  pollen   草本花粉 0 4 7 20 1 305 9

Total  pollen 花粉総数 0 6 8 20 1 321 9

Pollen  frequencies  of  1cm
3 試料1cm

3
中の花粉密度 0.0 4.8 6.4 1.5 0.7 2.4 7.7

×10 ×10 ×10
 2 ×10 ×10

 3 ×10

  Unknown  pollen   未同定花粉 0 0 0 2 0 11 2

Fern  spore シダ植物胞子 0 3 3 12 0 55 1

Helminth  eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Digestion  rimeins 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Charcoal  fragments 微細炭化物 (+) (++) (+) (+) (-) (-) (+)

Ｃ10地区 Ｃ16地区

表５ 任海宮田遺跡C地区における花粉分析結果

表６ 任海宮田遺跡C地区における花粉分析結果
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図１ 任海宮田遺跡C７地区 SD００３南壁における花粉ダイアグラム

図２ 任海宮田遺跡C７地区 SD００４西壁における花粉ダイアグラム
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図３ 任海宮田遺跡C８地区 SD００１南壁における花粉ダイアグラム

図４ 任海宮田遺跡C１３地区 SD００１南壁における花粉ダイアグラム
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図５ 任海宮田遺跡C地区における花粉ダイアグラム

図６ 任海宮田遺跡C地区における花粉ダイアグラム
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任海宮田遺跡C調査区の花粉・胞子
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（７）珪藻分析
A はじめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土

壌、岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環

境要因に応じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を

反映しており、水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

B 試料

分析試料は、C地区の各遺構から採取された計４４点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

C 方法

以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行った。

①試料から１cm３を秤量

②１０％過酸化水素水を加え、加温反応させながら１晩放置

③上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗（５～６回）

④残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

⑤マウントメディアによって封入し、プレパラート作成

⑥検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって６００～１５００倍行った。計数は珪藻被殻が１００個体以上になるまで行い、

少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

D 結果

（�）分類群

試料から出現した珪藻は、中－真塩性種（汽－海水生種）１９分類群、貧－中塩性種（淡－汽水生種）

２分類群、貧塩性種（淡水生種）１１５分類群である。分析結果を表１～表５に示し、珪藻総数を基数

とする百分率を算定したダイアグラムを図１～図５に示す。また、主要な分類群について顕微鏡写真

を示す。珪藻ダイアグラムにおける珪藻の生態性については Lowe（１９７４）、藤田剛（１９７３）、渡辺（２００５）、

陸生珪藻については小杉（１９８６）、環境指標種群の海水生種から汽水生種については小杉（１９８８）、淡

水生種については安藤（１９９０）の記載を参照した。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記

す。

〔中真塩性種（汽－海水生種）〕

Actinocyclus spp.、Actinoptychus undulatus、Coscinodiscus marginatus、Coscinodiscus nitidus、Coscino-

discus spp.、Cymatosira aff. lorentziana、Denticula kamtschatica、Diploneis interrupta、Fragilaria fascicu-

lata、Grammatophora macilenta、Plagiogramma sp.、Rhaphoneis surirella、Thalassionema nitzschioides、

Thalassiosira nidulus、Thalassiosira spp.

〔貧－中塩性種〕

Achnanthes brevipes、Rhopalodia gibberula

〔貧塩性種〕

Amphora copulata、Aulacoseira ambigua、Caloneis branderii、Caloneis silicula、Caloneis spp.、Cocconeis

placentula、Cymbella minuta、Cymbella silesiaca、Cymbella sinuata、Cymbella subaequalis、Cymbella tu-

mida、Cymbella turgidula、Diploneis elliptica、Epithemia adnata、Epithemia turgida、Fragilaria capucina、
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Fragilaria construens、Fragilaria ulna、Gomphonema clevei、Gomphonema gracile、Gomphonema minu-

tum、Gomphonema parvulum、Gomphonema spp.、Gomphonema truncatum、Hantzschia amphioxys、Navicula

confervacea、Navicula contenta、Navicula cuspidata、Navicula elginensis、Navicula mutica、Navicula pu-

pula、Neidium ampliatum、Nitzschia amphibia、Nitzschia frustulum、Nitzschia parvuloides、Pinnularia

acrosphaeria、Pinnularia appendiculata、Pinnularia borealis、Pinnularia microstauron、Pinnularia subcapi-

tata、Pinnularia viridis、Rhopalodia gibba、Synedra ulna

（�）珪藻群集の特徴

１）C７地区、SD００３南壁（図１）

珪藻群集の組成と変遷から、下位より３帯の分帯区分を設定した。�帯（⑦：試料１３）では、陸生

珪藻の占める割合が高く、Navicula confervacea が高率に検出された。また、止水性種の Aulacoseira

ambigua、沼沢湿地付着生指標種群でもある Gomphonema gracile、流水性種の Gomphonema parvulum

なども比較的多く、流水不定性種の Amphora copulata、Cymbella silesiaca などが伴われる。�帯（②

～⑥：試料８～１２）では、珪藻がほとんど検出されなかった。�帯（①：試料７）では、流水性種、

流水不定性種の割合が高く、流水性種で沼沢湿地付着生指標種群でもある Navicula elginensis、中～

下流性河川指標種群の Cymbella turgidula、流水不定性種の Cymbella silesiaca、Navicula pupula など

が出現し、他に止水性種の Pinnularia microstauron、陸生珪藻の Hantzschia amphioxys がみられる。

また、貧－中塩性種（淡－汽水生種）の Rhopalodia gibberula が認められる。

２）C７地区、SD００４（図２）

珪藻群集の組成と変遷から、下位より２帯の分帯区分を設定した。�帯（③～⑦：試料１６～２０）で

は、珪藻がほとんど検出されなかった。�帯（①、②：試料１４、１５）では、流水性種の占める割合が

高く、中～下流性河川指標種群の Cymbella turgidula、沼沢湿地付着生指標種群の Cocconeis placentula

などが優占し、流水不定性種の Cymbella silesiaca、止水性種の Cymbella tumida などが伴われる。ま

た、貧－中塩性種（淡－汽水生種）の Rhopalodia gibberula も認められる。

３）C８地区、SD００１南壁（図３）

珪藻群集の組成と変遷から下位より５帯の分帯区分を設定した。�帯（⑧、⑨：試料２９、３０）では、

珪藻がほとんど検出されなかった。�帯（⑦：試料２８）では、流水性種で沼沢湿地付着生指標種群の

Cocconeis placentula が高率に出現し、止水性種の Cymbella tumida、Gomphonema truncatum、流水性

種で中～下流性河川指標種群の Cymbella turgidula、陸生珪藻の Diploneis elliptica などが伴われる。

�帯（⑤、⑥：試料２６、２７）では、下位の�帯より陸生珪藻の割合が高くなり、Navicula mutica が顕

著に増加する。また、流水性種で沼沢湿地付着生指標種群の Cocconeis placentula はやや減少し、

Gomphonema clevei は増加する。�帯（④：試料２５）では、珪藻がほとんど検出されなかった。�帯

（①～③：試料２２～２４）では、珪藻密度が高くなり、③（試料２４）では陸生珪藻と流水性種の割合が

高い。陸生珪藻では Navicula confervacea、Nitzschia amphibia が優占し、流水性種では中～下流性河

川指標種群の Cymbella turgidula、沼沢湿地付着生指標種群の Navicula elginensis がやや多い。②（試

料２３）では、流水性種で中～下流性河川指標種群の Cymbella turgidula が増加し、陸生珪藻は減少す

る。①（試料２２）では、止水性種の Pinnularia microstauron、流水不定性種の Cymbella silesiaca、陸

生珪藻の Pinnularia appendiculata、Pinnularia subcapitata などが増加し、流水性種で中～下流性河川

指標種群の Cymbella turgidula は減少する。
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４）C９地区、SD００１東壁

古代自然流路 SD００１東壁（①～⑥：試料３４～３９）では、珪藻がほとんど検出されなかった。

５）C９地区、基本層序（図４）

�b 層（試料４３）では、珪藻密度が低く、流水性種で中～下流性河川指標種群の Cymbella turgidula、

止水性種の Pinnularia microstauron、Cymbella tumida、流水不定性種の Cymbella silesiaca、Caloneis sili-

cula、Fragilaria capucina、Nitzschia parvuloides などが検出された。その他の試料では、珪藻がほと

んど検出されなかった。

６）C１３地区、SD００１南壁（図５）

古代自然流路の SD００１南壁①～⑥（試料５２～５７）では、珪藻がほとんど検出されなかった。中世

の基本層序②（試料５９）では、流水不定性種の Cymbella silesiaca、Amphora copulata、止水性種の Pin-

nularia microstauron、Cymbella tumida、流水性種で中～下流性河川指標種群の Cymbella turgidula、流

水性種の Gomphonema parvulum などが検出された。その他の試料では、珪藻がほとんど検出されな

かった。

７）C５地区、SK０１４（図６）

SK０１４（試料３）では、珪藻密度が極めて高く、真塩性種（海水生種）で外洋指標種群の Thalassio-

nema nitzschioides、中－真塩性種（汽－海水生種）の Denticula kamtschatica が高率に検出された。後

者のDenticula kamtschatica は絶滅種である（藤田，１９７３）。

E 珪藻分析から推定される堆積環境

（�）古代

古代自然流路の埋土底部では、珪藻があまり検出されないことから堆積環境の推定は困難である。

珪藻が検出されない原因としては、珪藻の生育に適さない乾燥した堆積環境であったことや、水流に

よる淘汰を受けたこと、土層の堆積速度が速かったことなどが考えられる。

C８地区 SD００１の埋土下部では、水草が生育するような流水の影響のある沼沢湿地の環境が示唆さ

れ、埋土上部では陸生珪藻が生育するような湿潤な陸域の影響が大きくなったと考えられる。

（�）中世

中世区画溝の埋土や中世包含層では、河川の影響のある沼沢湿地、水草の生育する不安定な滞水域、

および湿潤な陸域などの多様な環境、もしくはこれらを繰り返す不安定な環境が示唆され、水田域も

しくはその周辺の環境が反映されていると考えられる。

C７地区 SD００３の埋土上部などでは、貧－中塩性種（淡－汽水生種）が認められることから、集落

域からの生活排水などによる塩分濃度の増加が示唆される。

C５地区の SK０１４の試料は、真塩性種（海水生種、外洋指標種群）が極めて多量に検出され、絶滅

種も認められた。同試料は、基盤層に由来する珪藻土と考えられる。
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図１ 任海宮田遺跡C７地区 SD００３南壁における主要珪藻ダイアグラム

図２ 任海宮田遺跡C７地区 SD００４における主要珪藻ダイアグラム
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図３ 任海宮田遺跡C８地区 SD００１南壁における主要珪藻ダイアグラム

図４ 任海宮田遺跡C９地区における主要珪藻ダイアグラム
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図５ 任海宮田遺跡C１３地区 SD００１南壁における主要珪藻ダイアグラム

図６ 任海宮田遺跡C５地区 SK０１４における主要珪藻ダイアグラム
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10μm

任海宮田遺跡C地区の珪藻 Ⅰ

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６

１．Aulacoseira ambigua ２．Achnanthes brevipes ３．Cocconeis placentula ４．Fragilaria capucina ５．Navicula mutica
６．Navicula confervacea ７．Pinnularia appendiculata ８．Pinnularia borealis ９．Pinnularia acrosphaeria
１０．Pinnularia microstauron １１．Navicula elginensis １２．Pinnularia viridis １３．Epithemia adnata １４．Fragilaria ulna
１５．Navicula cuspidata １６．Navicula peregrina
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10μm、3010μm、17-29 10μm31

任海宮田遺跡C地区の珪藻 �

１７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

１７．Gomphonema parvulum １８．Gomphonema clevei １９．Gomphonema gracile ２０．Gomphonema truncatum ２１．Cymbella
sinuate ２２．Cymbella silesiaca ２３．Cymbella subaequalis ２４．Cymbella turgidula ２５．Nitzschia amphibia
２６．Nitzschia frustulum ２７．Cymbella tumida ２８．Hantzschia amphioxys ２９．Rhopalodia gibberula ３０．Rhopalodia gibba
３１．Synedra ulna
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５ 任海宮田遺跡 C 区出土繊維同定

財団法人元興寺文化財研究所

（１）分析資料および分析内容
付着布の記録・織り密度測定および繊維種同定

（２）使用機器
・実体顕微鏡（Leica� MZ１６）

・走査型電子顕微鏡（�日立製作所 S-３５００N）

（３）方法および結果
A 布の形状と織り密度

漆付着布の中から比較的大きな破片３点（写真１）を実体顕微鏡で観察した。布は平織であった。

織密度の測定箇所としてそれぞれの破片から比較的布目の整った２箇所を写真撮影し、それを元に計

測を行なった。布に耳が確認できず経緯糸の区別ができなかったため整然と並んでいる方を経糸とし

て計測した。

破片１の織り密度（１cm２当たりの経緯糸の本数）は１－１で１４×１５、１－２で１８×１６であった（写

真２－a、b）。破片２の織り密度は２－１、２－２共に１５×１４であった（写真２－c、d）。破片３の織

り密度は３－１で１６×１４、３－２で１６×１３であった（写真２－e、f）。

太い糸は右撚りで細い糸は緩やかな右撚りであった。

B 繊維種同定

小破片の布３、４（写真３）から経緯糸の断面を表出させ、走査型電子顕微鏡で断面を観察した。

その結果、丸みを帯びた三角形の繊維断面の抜け痕が観察され、経緯糸共に絹であることが判った（写

真４）。２つの穴は多くが対になっており、生糸に近い糸で織られた布とみられる。

１－１

２－１
破片１１－２

破片２
３－１

２－２

破片３
３－２

写真１ 漆付着布の顕微鏡写真撮影箇所
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a １－１ b １－２

c ２－１ d ２－２

e ３－１ f ３－２

写真２ 漆付着布の顕微鏡写真
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写真３ 漆付着布の顕微鏡写真（左：破片４右：破片５）

小破片４の経糸断面 小破片４の緯糸断面

小破片５の経糸断面 小破片５の緯糸断面

写真４ 漆付着布の経緯糸断面の SEM写真
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第�章 ま と め

１ 古代

（１）古代の遺構変遷
A 時期区分の設定

任海宮田遺跡では、先に刊行したB地区の報告書で５期の時期区分を設定した。同一遺跡であり、

C地区でも準用していく。ここではまず、C地区で検出した竪穴住居の出土土器を主体とし、溝など

他の遺構で一括性の高いもの加え、各時期の土器群を提示しておく。

（�）出土土器の技法・形態分類

今回の報告では須恵器・土師器の特定器種について形態・技法を分類して表記した。記述を簡便に

するためでもあるが、時期を比定する上での手掛かりとする側面もある。以下、須恵器供膳具、土師

器供膳具・煮炊具での形態・技法を概観し（第１図グラフ①～⑫）、時期区部設定の指標となる点に

ついて述べておきたい。

１）須恵器供膳具

杯蓋口縁端部形態は、端部が垂下する形態�が５９％と主体となり、巻き込む形態�が２４％、ほぼ丸

くおさめられる形態�が１７％と続く（グラフ①）。

杯Bの高台形態は、水平接地の形態�が６１％、内端接地の形態�が２９％、外端接地の形態�が１０％

となる（グラフ④）。

頂部・底部の調整技法では、回転ヘラケズリの技法１が杯蓋に１割あり（グラフ②）、それらは口

縁形態�が主体となる（グラフ③）。皿類にも技法１が１割強存在する（グラフ⑧）が、皿Aaのみ

である。切り離しの後無調整もしくはロクロナデを施す技法２は、杯蓋頂部と杯A・B底部の約９割

を占める（グラフ②・⑤・⑦）。糸切り痕を残す技法３は杯A・B底部の約１割、皿類では約２割で、

杯蓋では極僅かである（グラフ②・⑤・⑦・⑧）。また、技法３は杯蓋では口縁形態�・�、杯Bで

は高台形態�・�と組み合う（グラフ③・⑥）。糸切り後に回転ヘラケズリを施す技法４は皿類に約

１割あり、杯蓋・杯Aに散見される（グラフ②・⑦・⑧）。

古沢窯跡群と上末窯跡群をもとにした県東部の須恵器編年（田中・宇野１９８９）を参考とすれば、技

法１は８世紀第２四半期まで主体であるが、その後は技法２が増える傾向となる。８世紀末に技法１

が再度現われるが、９世紀前半代には技法２となる。９世紀第３四半期には技法３と口縁形態�・�

が特徴となり、９世紀第４四半期には無鈕化する。つまり、杯蓋頂部は技法１→２→３・４、口縁端

部は形態�→�→�でおおむね推移する。技法３と口縁形態�・�が９世紀中頃、無鈕の杯蓋 bは９

世紀後半の指標となろう。また、近接する南中田D遺跡での検討（岡本１９９１）からは、杯Bで高台

形態�は技法３となり、９世紀中頃～後半代の土器群に含まれる。今回の結果でも、形態�は技法３

に多く確認される。技法３には高台形態�も半数あることから、形態�・�→�・�への推移が想定

され、後者はおおむね９世紀中頃以降となる。

２）土師器供膳具

土師器・赤彩土師器・黒色土器の椀・皿では、糸切り無調整の技法６が９１％、胴部下半から底部外

面までヘラケズリを施す技法５が９％となる。また、土師器・赤彩土師器・黒色土器それぞれについ
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て見ても、ほぼ同様の傾向を示す（グラフ⑨）。また、皿は全て技法６に含まれる。

県内における土師器供膳具の様相をまとめた結果（内田１９９７、池野２００３）から、技法５から技法６

へ変化を９世紀中頃の現象と把握しておく。

３）土師器煮炊具

長胴甕・堝・小型甕について胴部から底部にかけての技法を分類した（グラフ⑩・⑪）。

長胴甕はヘラケズリの技法８が５７％、タタキ痕を残す技法９が２９％、ハケメの技法７が１４％ある。

堝は技法８のみだが、破片資料では技法９もあり、比率は不明だが一定量含まれる。

小型甕は胴部下半から底部外面にヘラケズリを施す技法１０が７１％と多い。胴部はロクロナデで底面

は回転糸切り未調整の技法１２が１７％、胴部下半はヘラケズリで底面は回転糸切り未調整の技法１１が

１２％となる。

①須恵器杯蓋：口縁形態 ②須恵器杯蓋：調整技法 ④須恵器杯B：高台形態 ⑤須恵器杯B：調整技法

③須恵器杯蓋：技法別口縁形態 ⑥須恵器杯B：技法別高台形態

⑦須恵器杯A：調整技法 ⑧須恵器皿類：調整技法
⑨土師器椀皿類：調整技法

⑩土師器長胴甕・堝：調整技法

⑪土師器小型甕：調整技法 ⑫土師器甕類：口縁形態

第１図 出土土器の形態・技法
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口縁形態では、端部を丸くおさめる形態 aは小型堝 Bに多く、小型堝Aと小型甕に一定量存在す

る。方形基調の形態 b１・２は長胴甕・堝で半数近く、小型甕で１／３程度を占めて主体となる。受

け口状の形態 cは小型堝Aで多く、小型甕でも１／３程度となる。内側に巻き込む形態 e１は長胴甕・

堝・小型堝に１／４～１／５程度存在する。外側に折り返す形態 f１・２は小型甕のみで確認される（グ

ラフ⑫）。

周辺遺跡での検討（岡本１９９１、内田２０００）からは、長胴甕・堝では技法７→８→９、小型甕では技

法１０→１１→１２への変化が推察され、技法９は９世紀中頃以降主体となる。口縁形態は形態 a→b→c→

d→e への推移が考えられる。形態 d・eは９世紀中頃以降主体となり、形態 eが１０世紀代まで存続す

ると見られる。

（�）時期区分

先に示した形態・技法と、既存の時期区分を踏まえ、任海宮田遺跡C地区出土遺物で各時期に該

当する土器群を、須恵器・土師器の供膳具と土師器煮炊具を中心に示す。

１）任海宮田遺跡�期：８世紀後半～９世紀前半（第２図）

〈古段階〉

後述する新段階の土器群よりも、形態などがやや古い様相を示し、古段階として新たに設定した。

C９地区 SD００１西側のテラス状部分出土土器群で、主に須恵器の杯蓋 a、杯 Ba、杯 Aa からなる。

杯蓋は口縁形態�、技法は１・２による。杯Ba は底部と口縁部との境に丸みを持ち、高台形態は�・

�となる。杯Aaも底部と口縁部との境に丸みを持ち、底部は平坦あるいは、丸みを帯びる。杯Ba、

Aa 共に器壁は厚みがある。８世紀後半が主体と考える。

〈新段階〉

C１１地区 SI０１・０２、C１３・１５地区 SI０１、C１４・２３地区 SI０７・０８、C１９地区 SI０１～０３、C２０地区 SI０１・

０９、C２２地区 SI０４・０６出土の土器群が相当する。

須恵器には主に杯蓋 a、杯 Ba、杯 Aa がある。杯蓋は口縁形態�、技法２による。杯Ba は高台形

態�・�、技法２による。底部と口縁部との境は明瞭で、口縁部は直線的に立ち上がる。杯Aaは底

部と口縁部の境に丸みがあるものと、境は明瞭で口縁部は直線的に立ち上がるものがある。

土師器は小型甕、長胴甕、堝の煮炊具がある。小型甕は技法１０を主とし、技法１１も含まれる。長胴

甕、堝は技法８による。口縁部は形態 a、b１・２・３、cがある。堝は胴部にやや張りがある。

古段階よりもやや新しい様相を示し、８世紀末～９世紀前半と考える。

２）任海宮田遺跡�期：９世紀中頃（第３図）

C９地区 SI０１・０２、C１０地区 SI０１、C１４地区 SI０１、C２０地区 SI０３・０５・０６、C２２地区 SI０８～１５出土の

土器群が相当する。

須恵器は主に杯蓋 a、杯 Ba・Bb、Aa がある。杯蓋 aは口縁形態�～�、技法１・２により、つま

みはボタン状を呈する。杯Ba・Bb は底部と口縁部の境は明瞭で、高台形態�・�、底部は技法２の

他に技法３も認められる。杯Bbは深い器形を呈する。杯Aaは底部と口縁部との境が明瞭で、口縁

部は浅く開き気味に立つ。底部は技法２を主体とし、技法３が加わる。他に杯Ad、皿 Aa も認めら

れる。この内、杯Adは底部を技法１により丁寧に調整する。

土師器は主に小型甕、長胴甕、堝の煮炊具があり、供膳具として椀が加わる。小型甕は技法１０・１１

が主で、技法１２も認められる。長胴甕・堝は技法８の他、技法９がある。甕類の口縁形態は、形態 a・

b１～４・c・d・e１と豊富である。椀は体部にはヘラケズリが施される。
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